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第一章












　高２の春。

　ひらひらと舞い散る花びら。

　それが、春の風に乗って教室の窓から入り込む。

　でも、その中心に居た彼は、自身の髪に、肩に、鼻の頭に、落ちた花弁について、なんにも気にも留めない様子で、ただ柔らかく微笑んでいた。

　微笑んでいたんだ。
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　……初めて、彼を彼と認識したのはいつだったか。

　そんなことを思いながら、基もと山やま要かなめは木でできた学習机に突っ伏した。独特の湿っぽい香りを吸い込んで、思わず眉根を寄せる。

――矢や澤ざわ修しゅう二じ。

　勉強一筋で学生生活をやってきた自分とはまったく違うタイプで、何から何まで、一事が万事……まあ、ガラが悪い。あまたの噂を聞く限り、背丈こそ小さいが肝っ玉はでかいのだろう。まあ、そんなもの見た目には比例しないことは自分自身が一番よくわかっている。

（だって、俺が……でくのぼうだもんなぁ）

　１８３ｃｍあっても、へたれで猫背じゃあどうしようもない。このポテンシャルを活かしきれていないことは、よくよくわかっている。いっそのこと、どうして母はもっと小さくひっそり産んでくれなかったのだろう、なんて思ってしまうほど。

「んん……もうこんな時間」

　ベッドサイドの時計を見て、ふっと息を吐く。

　もう短針はてっぺんを超えて、日付が変わったことを教えてくれる。基山は開きっぱなしだった電子辞書を閉じて、ベッドに入り込むその前に、もう一度手元の連絡網のプリントに目を落とした。年度が替わり、クラス替えがあったせいで再配布されたものだ。

「矢澤、修二……くん」

　もとやま、やざわ……並び順のせいで、隣同士になってしまっただけ。きっと、矢澤のほうはその程度の認識で、自分のことなど知りもしないだろう。でも、基山は実は矢澤のことをずっと前から知っていた。

（……中学三年間、隣のクラスだったんだよね）

　地域で括られる中学とは違い、まさか高校まで一緒になるなんて思わなかった。こう言っては失礼かもしれないが、矢澤が思ったよりも勉強ができた、という事実に自分はびっくりしていたのだ。

　でも……と基山は思う。

（同じ高校、同じクラスになったからって、なんにもないよね）

　接点だってなんにもない。

　いや、むしろ自分からしたらあまり率先的に関わりたい相手でもない。なにせ、彼には「無敵のヤンキー」という大変不名誉なあだながくっついているのだから。

「……よっと」

　毛布を持ち上げて、ベッドに入り込む。

　そして、頭上に垂れている紐を引っ張って電気を消した。パチンと小気味のいい音と共に、自分も目を閉じる。

（まあ、あの眼力と腕っぷしじゃね……うん、関わりたいわけじゃないや）

　入学早々先輩をのした、だとか、軽音部のヤンキーを一掃したとか、そんな噂がつきまとう彼に、憧れ、みたいなものがないと言えば嘘になる。

　でも、それはそれ。お近づきにはなりたくない。

「……ん」

　もう寝よう。

　明日は火曜日。まだまだ今週は長い。そうだ、明日は一限から大嫌いな体育の実技があって……雨でも、降れば……いいの、に。
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――キーンコーンカーンコーン。

　鳴り響く、チャイム。ふうっと息を漏らして、ペンケースに持っていたシャーペンをしまう。消しゴムのカスを端っこにまとめて、それから基山はちらっと隣を見た。

（……寝てるよ）

　次の授業は音楽で、教室移動がある。

「……んー……んんん」

　ざわつく教室の中を見てみるが、誰も矢澤に近寄る様子はない。中学のときは別に友達の居ないタイプではないと思ったのだが、どうだろう。あまりに噂が広まりすぎて、まともな生徒は友達になろうとは思わないのだろう。

（でも……でもなぁ）

　だからって、基山は彼を置いていくことはできない。自分で言うのもなんだが、基山は中途半端に良いやつなのだ。だから、友達にはなりたくはないがほうっておくこともできない。

　少し考えたあと、基山はそっと矢澤に声をかけた。

「えっと、矢澤……くん」

「…………」

「矢澤くーん」

「……ん」

「矢澤くーん、矢澤くーん」

「……あ？」

「ひっ」

　顔を上げた矢澤の、その眼光の鋭さに、思わず喉が細く鳴る。

「あ、ああああ……ええっと、授業、終わったよ」

「おめえ……誰だ」

「ひ、ひどい」

「んあ……？」

　そりゃあ、自分は影が薄いだろう。でも曲がりなりにも、今はお隣さんなのだ。顔と名前くらい覚えていてくれてもいいだろうに。

「も、基山……隣の席の」

「あー。ああ、おめえか」

　眠たげな目をこすりながら身体を起こす、矢澤。ぐぅっと伸び上がり、大きくあくびをひとつこぼした。

「それで、なんだよ」

「移動教室……あるから」

「あ……」

　クラスの壁に貼り付けられた時間割。それをちらりと見て、矢澤が納得したように一つうなずいた。それから、基山のほうに視線を向ける。

「音楽か。だるいな」

「え、うん……だるい、かもしれないけど」

　正直なところ、基山は音楽の授業が好きだった。特に取り柄のない自分だけど、それでも歌と勉強だけはそこそこ自信があったからだ。

「……俺、出ねえわ」

「えっ!?」

「起こしてくれてありがとな」

　一言告げて、椅子から立ち上がった矢澤は、そのままスタスタと教室から出ていってしまう。そして、廊下を右に。

（……音楽室は、逆だよ。本当に出ないんだ）

　まあ、無敵のヤンキーである彼にとって、音楽の授業なんてだるい以外の何物でもないのかもしれない。それはとても当たり前のことのように感じられるのだが、でも基山はどこか残念な気持ちになった。自分の好きなものがイコール他人も好きである、ではないとわかりつつも、やはり相容れないものなのだ、と改めて思わされたような……そんな気になったのだ。

　だって、基山の大嫌いな体育の授業のときは、あんなに楽しそうなのになぁ、なんて。そんなことを思いつつ、基山も立ち上がる。時計をちらりと見ると、もうだいぶ時間が経ってしまっている。このままでは、遅刻してしまいかねない。

　歌集を持って、踵を返そうとした。その瞬間……

「……あ」

　矢澤の机の中に見えたのは、何かの楽譜。

「なんだろう。あれ……？　んー……ＴＡＢ……？」

　いや、よく見慣れた五線譜のものではない。なんだろうか、これは。

　気になりはするのだが、あまり人の私物をまじまじ見るのもよくはないだろう。そう思い、基山は教室を後にする。

　だが、その足取りはどこか軽いものだった。

（そっか、音楽が嫌いってわけじゃないんだ）

　わざわざ机の中に楽譜があったのだ。少なくとも、あの無敵のヤンキーたる矢澤も音楽が好きなのだろう。そう思うと、一気に親近感が湧き、さきほどまで絶対に仲良くなれないと決めてかかっていた矢澤が、そう遠くない人物のように感じられた。

「ふふっ」

　そのことになぜかとても満足した。

　無論、話してみたらやっぱり怖かったので、仲良くなりたいわけではない。それでも、自分とは対極にある矢澤に存在を認識してもらえたら、うれしい。

　……ああ、やっぱり、と基山は思う。

　自分はどこか、彼に憧れているんだろう。
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　高校から駅までの桜のアーチの下を歩きながら、春という季節が好きだ、と基山は思う。出会いと別れの季節だからとか、そんなことではなくて、もっと単純に景色の美しさとか風の香りとか、そういったものが好きなのだ。

　あと……

「女の子がかわいく見えるよな」

「うんうん……って、え？」

「桜のアーチの下を歩いているだけで、三割増しくらいにはかわいく見える。な、基山もそう思うだろ？」

　にやっと笑ってこちらの肩に腕を回してきたのは、隣のクラスの鳥飼稜だ。平均よりは背の高い基山より、さらに大きな鳥飼。彼と話すようになったのは確か、身体測定のときに背の順で並んで……それがきっかけで。

　やたら陽気な性格の彼は、すぐに誰とでも仲良くなれる社交性の高いやつだ。そういえば、ブラジル人とのハーフだと言っていただろうか。

「そ、そんな女子なんて……見てなっ」

「いやぁ、見てただろー？　ぜーったい、見てただろ、むっつりめ」

「見てない！　みーてーなーい、からっ！」

　顔を真赤にした基山がぶんぶんと首を振る。それを至極楽しそうに見つめて、鳥飼は、ははーんと唸った。

「なら、男子を見てたのか？」

「なっ!?　男子!?　ま、まさかぁっ！」

「じゃあ、やっぱ女子だろ。でなかったら、通学路で何をぼさっと考えながら歩いていたんだか」

「え……や、春っていいなぁって……うん」

「おまっ、じいさんか！」

　女の子をまったく見ていなかったと言えば嘘にはなる。桜吹雪の真ん中にいる、女の子たちの長い髪にくっついた花びら。それがとってもきれいで、いいなぁと思っていたのだ。

　でも、それはあくまで髪にくっついた花びらが……というだけで、その女の子たちに特別な興味や下心があったわけではない。

　まあ、基山も年相応に男の子ではあるのだが……

「そ、それより、鳥飼、今日は部活ないの？」

「え？　ああ、ナシナシ。っていうか、サボり」

「えええ……ダメだよ、きちんと練習しないと。せっかく、エースなんだから」

　バスケットボール部に所属している鳥飼の試合を、基山は一度見に行ったことがある。あれは一年の終わりだっただろうか。他校との交流試合で、残り一分……伸びやかな逆転シュートを決めた鳥飼が、スタンドに向かってにっこりと笑みを向けた。

　あのときは、本当に誇らしかった。今まで基山は鳥飼のような人種とは仲良くなかったから、あのコートで光り輝くスター選手が友人なのだと思うと、とても華やいだ気持ちになった。

「エースねえ、うれしいこと言ってくれるじゃない」

「いやいや、俺が言わなくっても……事実だし」

「ま、でもさ、たまにはエースだって休みたいときもあるわけよ」

「そんなもの？　ずっと帰宅部だから、よくわからない、かも」

「おうおう、ガリ勉様は違うな！」

「……今日も予備校だしね、はは」

「ヨビコー……予備校ねえ、俺も……はあ」

　いつもとはどこか違う様子の鳥飼に、基山が小首をかしげる。

「りょ……」

　稜、と言いかけて口をつぐむ。本当に自分が聞いていいのだろうか、これは踏み越えていい一線なのだろうか。友人との距離感を測りかねて、基山は俯いた。

「どうした？」

「や、なんでもない。なんでもないんだけど……ええっと、稜がもし何かあれば言ってね。俺でいいなら、だけど」

「？　ん、わかった」

　稜が今度は不思議そうに首を傾げたが、それでも彼は一応うなずいてくれる。その優しさが基山はうれしかった。

「あ、そういや、基山」

「なに？」

「なあ、これから予備校なんだよな？　なのに、あのいつも持ってるトート、持ってないよな」

「!?」

　鳥飼のことばに、ぴたっと歩みを止める。

「うそ」

　さーっと血の気が引いていく。確かに、いつも持っている黒のトートバックがない。あれの中に、予備校で使う教材やプリントがすべて入っているというのに。

「あれまあ。ちなみに、今、四時ね。予備校、何時から？」

「五時……走れば、ま、まだ？」

「おし、走れ。基山」

「う、うん……！　ま、また明日ー!!」

「おー、転ぶなよー！」

　走り出した足が、鳥飼の一言でもつれる。

「うはは！　フラグたてたわけじゃねーってば！」

「う、うん！　ご、ごめーん！」

　それをなんとか踏ん張ってこらえて、そのまま通学路を逆走していく。

（ああ、もう！　最悪だ……）

　たぶん、トートは机の横に提げられたままだ。今朝は鞄をしまおうとしたときに、後ろのロッカーのあたりで女の子たちが話していたから……なかなか、近づけなくて、結局ひとまずで机に引っ掛けたままだったのだ。ああ、それだ。だから、忘れてしまったのだ。

「うわ……っと」

　桜吹雪を顔面に受けながら、基山は来た道をひた走る。髪の毛に桜の花びらがくっついて、鬱陶しい。さっきは、あれだけきれいだと思ったのに。

　やっぱり、男じゃダメだな。

　あの光景は、女の子だからかわいいんだ、なんて思いながら。
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「……っはあ、はあ……やっと登ったー」

　一気に階段を駆け上がって、校舎の三階へ。二年生の教室は階段から一番遠い、いまいるところとは反対の端の教室だ。

（……もう、気分は軽く登山だよ……階段だけで）

　ぜえはあと肩で大きく息をしながら、千鳥足になりつつ教室へと向かう。廊下を歩ききり、教室のドアに手をかける。

「……ん」

　どうやら窓が開いているみたい。ひんやりとまだ少し冷たい風が吹き込んできて、火照った頬を冷やしてくれる。

　どうしよう、誰かいたら嫌だな。女子だったら、最悪だな。

　汗をかいて、肩で息をして、伸びすぎた前髪なんておでこにぺったり張り付いている。キモいなんて言われたら……いや、言われずとも、顔にキモいって書いてあったら、明日からしばらく登校するのをためらってしまう。

「はあ」

　軽く息を吸って吐いて、整えて。それから、教室のドアを開け放った。






「――……あ」

　……春の風にはためくカーテン。流れる短い髪。

　吹き込んだ桜の花びらを一身に受けて、彼は笑っていた。

「……ふふっ」

（矢澤……くん？）

　自分の机に腰掛けて、穏やかな笑みを浮かべた矢澤に、なぜか基山の心拍数が上がっていく。

　めったに見られない彼の笑顔。それを盗み見てしまったせいだろうか。

「あ、あ……」

　桜の花びらが、肩に、それから髪にくっついて。さっきは、女の子にしかときめかないなんて思ったけれど、でも、これは……

（な、何考えてんだっ!?）

　ばっと腕で顔を隠し、そのまま、またもと来た道を走り出す。真っ赤になった頬を誰にも見られたくない。でも、それよりも矢澤のあの笑顔を誰にも見せたくない、なんて思いながら。






　我に返ったのは、鳥飼と話していた桜のアーチのあたりまで来たところで、だ。

「はあ……はあ……なんだろ、あれ……」

　足を止めたのに、弾み続ける鼓動。まぶたを閉じるとさっき見た、矢澤の笑顔がぽっかり浮かんでしまう。

「……っ」

　まずい。まずいまずい、まずい。

　この鼓動の高鳴りは……

「あ」

　それより、目下まずいことを思い出した。

「……ああああ、予備校の宿題ぃ」






――こうして、基山は人生初の宿題忘れを経験することになったのだった。
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「……っはぁ」

　ヘッドフォンを外して、ぐっと伸び上がる。

　歌っているときは気にならなかったのに、やっぱりレコーディングブースは空気が悪い。とはいえ狭さはどうにもできないし、雑音が入るから空気清浄機やエアコンのたぐいを回すこともできないのはわかっている。だが、それでもどうにかならないものかな、と基山は思う。

（なんだか、歌っている間中……懐かしいこと思い出しちゃったな）

　同じバンドのギタリストである矢澤とのこと、思い出すことはあまりないなんて言ったら嘘になる。もう頭の中で、何回、何十回、何百回となく思い出しては、頬を桃色に染めている。

（なんて、どんな乙女なんだろ、俺。24にもなって、恥ずかしい）

　でも、やはりあの記憶は自分にとって強烈なものだった。それこそ、人生を変えてしまうほどの、衝撃。

　……あれは、きっといわゆる、一目惚れだったのだろう。

「……んんーっ」

　だから、どれだけ乙女なんだよ、と思いながら足をジタバタと動かしてしまう。恥ずかしい。恥ずかしい。恥ずかしすぎる。

　と、ふいにガチャリという低い音ともに、ブースに新鮮な空気が流れ込んできた。

「あっ」

「おめえ、どうした？　なんかあったのか？」

「あっ、あ、ああ……修くん！」

　入ってきたのは矢澤だ。あれから７年も経ったというのに彼は高校生の時とあまり変わらない気がする。眼力の鋭さも、つっけんどんな態度も。

（でも、本当は優しいところもあって……って、ち、違う！）

　今はそうじゃなくて、と、思いながら頭を左右に振ってみせる。

「……？」

「あ、や……なんでもない！　なんでもないから」

「……ならいい」

「えっと、ちょっと外の空気吸ってくるね。修くんは、何か必要なものある？　ほら、コーヒーとか、カフェイン系の何かとか」

「あ。それなら、お茶。できるだけ、苦いやつ。紅茶でも緑茶でも渋そうならなんでもいい」

「……え？　いいけど、それってカフェインとりたいってことだよね、それならブラックコーヒーのほうがいいんじゃないかな？」

　基山が小首をかしげると、矢澤はミキシングルームのほうを指さした。

「今日、夏生さんのおにぎり……持たされてただろ？　そろそろ、食おうかと思って」

「ああ！　うん、そうだね。そうしたら、食後に甘いものは？」

「今日は、いい……」

「あ、虫歯、になったんだっけ……？」

「うるせえ……治療はもう終わる」

　睨みつける矢澤に半笑いしながら、基山は思う。そういえば、矢澤は相当な痛がりなのだ。歯の治療、なんて最大の地雷だったろう。

「ええと、じゃあ、俺もお茶にしようっと」

　行ってくると告げて、そのままブースの外に駆け出す基山。彼の背中をじっと見つめる矢澤は、基山の耳がほんのり赤いことに気がついていた。

（あいつ、何考えてたんだか）

　何かと嘘をつくのが下手なやつだ。なんでもなくなんかないようなことを考えていたに違いない。とはいえ、それを自分が問い詰めたところでどうしようもないだろう、と思い、矢澤は俯いた。






「……お茶、買いに行くんか？　そしたら俺は炭酸！　なんか炭酸な！」

「え、待って！　幸太、それ範囲が広すぎるよ!?」

「じゃあ、僕は甘いので」

「待って待って、優希……！　そっちも範囲が広いよ!?」

　ミキシングルームで待機していたドラマーの木下幸太と、ベーシストの遠坂優希。彼等に絡まれて、基山が困ったような声をあげている。

「ええっ、みんな、かわいそうだって。基山くん、俺も付き合うよ」

「うええ……なんかすみません、高槻さん」

「いいって、いいって」

「やりぃ！　じゃあ、マネージャーの奢りな！　うえーい！」

「お、奢るとは言ってない！　言ってないからね!?」

「いいじゃないですか、コンビニまで行って領収書切ってきて下さい」

　くそう、とマネージャーである高槻がぼやいているが、それで決まったらしい。レコーディングスタジオを出ていく基山と高槻の背が見える。……と、一瞬基山がこちらに振り返って――

「……へへっ」

　いつものあの情けない表情で、へらっと笑う。

（……俺に笑いかけるってなんなんだよ）

　自分で言うのもなんだが、そういった笑顔を愛想よく返せる部類の人間ではない。そんなことくらい、基山だって知っているだろうに。

「……ん」

　適当に虫でも払うかのように手を振ると、なぜか基山はうれしそうに笑みを深める。

（７年一緒に居ても、俺はあいつのことよくわかんねえわ）

　もしかしたら、それは向こうも一緒なのかも、と思ったりもするが、どうだろう。こういう意味不明に俺に優しく接するところ以外は、概ね俺の取り扱いを一番心得ているのは基山だろう。

　７年、か。

　東京に出てきてからの５年はずっと大塚荘で共同生活を送ってきた。その間、何度か住人が入れ替わることもあったけれど、鳥飼と自分と基山はずっと一緒で……

　そういえば、また最近住人の入れ替えがあった。長いこと大塚荘に居た柊と、それから一番新参者だった西村が連れ立って出ていったのだ。

　自分はそれほど彼等に興味があったわけではないので、詳しいことは聞いていないが、基山から聞いた話をまとめると、彼等は恋人同士になって出ていったらしい。

（男同士のカップルねえ）

　もともとそんなに偏見があるわけではない。こういう業界なのだから、ゲイだってわりと多い。実際問題、先輩のバンドマンにそういう性的趣向の人はいた。いわゆるアプローチを受けたことはないが、どうだろうか。そもそも、矢澤は人に対する興味が薄いという自覚がある。その分、音楽に対しては並々ならぬ情熱があるのだが。

（そういう言い方をすると……俺が興味あるのは）

　俺が見いだして、俺が育てた、類まれな才能を持つ――

「って、アホらしい」

　何を考えているんだ、俺は。

（そんなことより……）

　先程のレコーディングで、気になったことがある。

　基山の歌声を聞いていて、どこか違和感を覚えたのだ。別段、大きなズレではない。ただ、こんなことは初めてだ。

（あいつの歌って、昔っからこんな感じだったっけ……？）

　湧き上がってきた違和感。それの根拠は一体どこにあるのだろう――

「――修！　しゅーう！　しゅーーーー!!」

「!?　な、なんだ、木下か」

「なあなあ、もう無理！　俺、無理なんだけど！」

　ブースに飛び込んできた木下は切羽詰まった様子で、手足をばたつかせる。いったいなんなんだと思っていると、彼はミキシングルームに置かれた紙袋を指さしてみせた。

「お・に・ぎ・り！　夏生ちゃんの、お・に・ぎ・り！」

「あ、ああ」

「なあ、もう食おう！　そろそろ、要たちも戻ってくるって！　だから、ほら食おう！　今食おう！　そら食おう！」

「お、おい」

　木下が矢澤の背後に回って、背を押した。矢澤が睨むのも無視して、彼はずんずんとミキシングルームのほうへと追いやっていく。

「はあ……わかった」

　諦めたように溜息をついて、矢澤は木下に視線をくれる。

「……けど、じゃこと山椒は残しといてやれよ。あいつ、好きだから」
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「はあ……っ、寒いね、修くん」

「……ん」

　レコーディング明けの、朝の路地。駅から大塚荘までの道を、矢澤と基山は並んで歩く。少し眠たげに目をこする矢澤に、基山はやわらかな笑みを浮かべた。

「眠い？　修くん」

「……ん」

「そっかそっか」

「……眠い、のと、だるい」

「え、だるい？」

「そ、だるい」

　短くそう返した矢澤の吐く息は白い。それに気がついた彼はもう一度、はあっと敢えて強く息を吐いてみせる。

「けっこう、朝はさみいな」

「……しゅ、修くん、寒い？　ていうか、寒いよね、だって、息が白いし……ええっと、えっと！」

　基山が慌てて鞄の中をひっくり返し、タオルを取り出して、じっと見つめる。それは彼がレコーディング中の汗を拭うために持ってきたもので……でも、背に腹は代えられない。

「つ、使う？　マフラー代わりとか」

「使うわけあるか」

「だ、だよねえ」

　じゃ、じゃあ……と言って、今度は自分の着ていたパーカーを脱ごうとする基山。それを見て、矢澤は眉をしかめてみせた。

「おめえ、何やってんだ」

「え？　だ、だって、修くんに風邪をひかせるわけにはいかないし、だから」

「は？　おめえが引くわけにもいかねえだろ」

「うぐ……」

「バカやってんな」

「はい……」

　矢澤にぴしゃりと言いのけられて、基山は寂しそうにうなだれる。しゅんとした基山を見て矢澤は、いつもながらに基山の行動はわけがわからない、と内心で肩をすくめた。

（それより……）

　矢澤は、じっと基山の横顔に目をやった。

　男のくせに案外と長いまつげが今は伏せられて、白い頬に濃い陰影をつけている。

「おめえ……声質、変わったか？」

「え？」

「いや……なんでもない、忘れろ」

　それだけ言い捨てて、歩みを速める。

「えっ、ええ？　なにそれ……え、ええええ……」

　後ろから情けない声をあげて基山が追いかけてくるのはわかったが、それでも矢澤は一度あげた速度を戻すことはしなかった。ずんずんと大塚荘を目指して歩く小さな背を、基山は小走りになって追いかけた。






　そのまま、二人……特に会話もないままに角を曲がって、大塚荘にたどり着く。矢澤がジーンズのポケットに突っ込んでいた鍵を取り出して、手早く扉を開けた。

「あ……」

「……ん？」

「や、見慣れない靴があるなって……思って、あはは」

「伊坂のおっさんのだろ」

「……だね、たぶん」

　玄関のたたきに出しっぱなしになっていた、くたびれた革靴。それを踏まないようによけて、矢澤と基山は靴を脱いだ。二階にあがる階段の手前で、矢澤がぴたりと足を止める。

「シャワー浴びてから戻る。……じゃ、おつかれ」

「あ、うん。あったまってね」

　基山のことばに、軽く顎を引いた矢澤はそのまま洗面所へと消えていった。それをなんとなく見送ってから、基山は努めて音をたてないようにして、自身の部屋に戻る。

「ただいま」

　別に誰が聞いているわけでもないが、習慣としてのあいさつをして、それから手早くジャージに着替えた。そうして、そのままベッドへと潜り込む。

　ベッドサイドの時計を見ると、まだ朝の五時だ。夏生を初め、鳥飼もみんなまだ眠っているだろう。

　いまこの大塚荘で起きているのは自分と矢澤の二人だけ。

　そう思うと、少し不思議な気持ちになった。

「……ん」

　布団をぐいっと顎の下まで引き上げる。そのまま猫のように丸くなると、一気に睡魔が襲いかかってきた。やはり、身体の方はずいぶんと疲れているようだ。

　誘惑に抗う気持ちもなく、まぶたを閉じる。

　すると、ぷかりと浮かんできたのはあの日の……春風に吹かれる矢澤の笑顔だった。

（俺じゃ、笑わせてあげらんないのかなぁ……）

　なんて、バカやってんなとか言われている時点で到底無理な話なのかもしれないけれど……ああ、でも。

「嘲笑われるのなら、案外できそうかも」

　果たしてそれでいいかは別にして、きっとそれぐらいなら自分でもできる気がする。

　そうだ、いっそ嘲笑われるのでも構わないではないか。

　修くんの……大好きなひとの笑顔が見られるのなら、それで、充分……

　そんなことを思いながら、基山は眠りの淵にはまりこんでいった。
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　ペットボトルの蓋を開けて、中の水を煽る。中身はもうずいぶんとぬるくなってしまっており、あまりおいしくはなかった。喉を伝うその感覚に、矢澤は不愉快そうに少しだけ眉をしかめてみせる。

「えーっと、では次の質問ですが……」

「あ、はい」

　眼の前のインタビュアーを威圧しないように、慌てて意識的に表情を緩める。そうしろ、と高槻に厳命されていたのを思い出したからだ。

（疲れる）

　だが、雑誌の取材に応えるのも立派なリーダーとしての努めだ。遠坂はさておき、基山も木下もインタビューに向いているタイプではない。まずもって、木下は順序立てて物事をしゃべれないし、基山は人の目を見て話すことがそもそもできるかどうか。だから、いつも俺にばかりこういうインタビューのお鉢が回ってくる。

　……自分だって、こういうのが向いているとは到底思えないのだが。

「今度出るシングルについてですが」

「ああ……それは」

　質問を受けながら、妙に感慨深い思いに駆られる。インディーズとはいえ、そこそこの知名度も出てきた。ＣＤだって、アルバム含めて二桁は出したのだ。ライブツアーも自分たちが単独で組めるし、首都圏であればワンマンでそこそこのキャパシティの箱を埋めることだって、できるようになった。

　だが、まだ足りない、と矢澤は思う。

　こんなものではない。こんなことではまだ満たされない。このどうしようもないほどの、焦燥感の根源は何か。それを矢澤は、自覚していた。

――MoonLight Stepper と名付けたのは、基山だった。どういう意図でつけたのかはわからないが、きっと文系らしいあいつの、何か、詩的なものなのだろうと思う。

　そう、あいつは俺とは違う。

「では、バンドの結成秘話などあればお聞かせいただけますと」

「結成秘話……というほどじゃないっすけど、俺と基山は同じ高校だったんです」

「へえ、そこからの仲なんですか？　すごいですね」

「でも最初は、接点なんかなかったっすね。あ、もとやま、やざわなんで、いっとき、隣の席だったんですけど、それくらいで。でも……あれは、高２の夏、だったかな」

　そう、あの日――あの、蝉の鳴き声が響く教室で。
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「あっぢ……」

　真っ白なワイシャツの襟を引っ張って、パタパタと仰ぐ。それで幾分か暑さが和らぐかと思ったが、まったくもってそんなことはない。むしろ、妙に生暖かい風が顔にかかって不快指数が上がったくらいだ。

　軽音部の部室はなんだってあんなに遠いところにあるんだ。歴代の先輩たちの素行があまりに悪かったゆえ、一番先生たちの目に付きづらいところへ……というのはわからないでもないのだが、それにしても部室棟のわざわざ一番外れに居を構えなくたっていいだろう。

　おかげさまで、助っ人として駆り出される俺が苦労しているではないか。そのことがあまりにも不快で、矢澤は眉間のシワをさらに深めていく。

　いつかもし、部室をここにするきっかけを作った先輩に会えたならぶっ飛ばしてやる、なんてうっすら思い、大きく伸び上がった。

「はあ……とっとと帰ろ」

　そんなことをぼやいて、やっとの思いで教室のある三階まで這い上がる。鞄を持って部室に行かなかったのがそもそもの敗因だ。だが、急にギターの担当が休んだから、なんて呼び出されたのだからどうしようもないだろう。

（……軽音部、ねえ）

　バンドは中学時代から学外でやっている。そっちでそこそこ有名になってきたおかげか、入学するなり軽音部の先輩たちに絡まれる羽目になった。だが、それにしてもあの噂は酷い。軽音部のヤンキーたちを一掃しただとか、なんだとか。あれは単純に助っ人をする代わりに、もう少しまともな格好で学校に来たら？　と言ってみただけだ。

　あまりにおかしな格好のやつらばっかりだったから、アレらと一緒に見られるのだけは御免だった、それだけなのに。

　それに……そもそも、そんなことになるわけがないのだ。なぜなら矢澤は、どちらかというと礼節を重んじるタイプのヤンキーだから。

　まあ、ヤンキーであること自体は否定しないし、煙草も酒もそこそこ。喧嘩だって弱いと言うつもりはないし、更に言うなら部室を一番奥に追いやった人物のことは殴るつもりだが。

（っと……あ、誰かいる）

　教室のドアに手をかけて、動きを止める。

　中から微かに聞こえてくるのは――

「歌……？」

　しかも、それは矢澤の大好きなバンドの歌だった。

（……新譜だな、これ。春に出たばっかのやつ。歌ってんの誰だよ）

　中のやつを驚かせないように、そっとドアを引く。もしも、同じバンドを好きなやつがいるのなら、話し相手ができるかもしれない。あのいつかの春の日みたいに、ひとりで教室で楽しまずとも、一緒に聞く相手が……なんて、そんなことを思いながら、音を立てないように中を覗き込む。すると、そこにいたのは意外なことに基山だった。
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「……ららら、……らら、ら」

（……なんだ、これ）

　なんで、あいつが？　そう思うより早く、俺の耳や、心はその歌声に持っていかれていた。

「明日、また……会えたなら……らら、ららら」

「……っ」

　心がざわついた。

　誰も居ない教室で、机に腰掛けた基山がただ歌っている。歌詞はあまり覚えていないのかもしれない。旋律はあの歌そのものだが、歌詞はだいぶあやふやだ。






　いや、だがそんなことはどうだっていいのだ。






　一気に全身に鳥肌が立って、頭の中が真っ白になっていく。

　しびれるような感覚に、足元がぐらついて……ああ、この声が欲しい。この声を、俺はずっと探していたんだ。

「おい、基山！」

　気づけば俺は駆け出していた。

「えっ!?」

　振り返った基山は相変わらず猫背で、長い前髪に隠れて表情はよくわからない。そういえば、こいつの顔……よく見たことないな。だが、まあそんなことはどうでもいいんだ。これからきっと俺は飽きるくらい、こいつの顔を見ることになるのだから。

「お前、俺とバンド組め！」

「なっ!?　えっ、バンド!?」

　俺の勢いに圧されたのか、後ずさる基山を逃さないように一気に距離を詰める。

　……見つけたんだ、俺の望む声を。






　絶対に、逃したりするものか――
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「矢澤さん？」

「あ、すみません」

　インタビュアーに促されて、はっと我に返る。

「や、まあ……歌、上手かったんですよ。あいつ」

　そんな一言で片付けられるような出会いではなかった。だが、それをここで語るのはどうしても野暮なような気がして。

（それにきっと、ことばにならない）

　いくらことばを重ねようと、あのときの衝撃は伝わらないだろう。何より、俺は口下手なのだから……余計、どうしようもない。

「……矢澤くん、そろそろ」

　高槻の声で、インタビュアーがうなずいた。

「すみません、時間いっぱいまで」

「え？　ああ、いや……大丈夫っす。今日はこのあと、もうオフなんで」

　レコーダーを止めたインタビュアーにそう告げて、飲みかけのペットボトルを、持ってきていたトートバッグに放り込む。

　今日はもうこのまま大塚荘に帰る予定だ。たまには休む時間もとらないと、さすがに体調を崩す。数日後にはまた、レコーディングが始まるのだから体調は万全にしておかないとならない。

「……じゃあ、これで。高槻さんも、おつかれっす」

　短くそう告げて、矢澤が事務所を後にする。






　ビルから出て、見上げた空はまだ明るい。

　帰って休むことがもったいないような気もしないではなかったが、だからといって別にどこ行く宛があるわけでもない。実際問題、ひとりでどこかに出張っていくほどアクティブな人間ではないし、かといってこういうときにぱっと誘える相手が頭に浮かぶほど友達が多いタイプではない。ついでに言うなら、今は恋人もいない。

　普段は別にひとりでこうやって過ごすことをなんら苦だとは思わないのだが……






「……」






　何故か今日はそのことが、矢澤はほんの少しだけ、寂しいような気がした。
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「……ん？」

　陽の高い内に大塚荘まで戻ってきた矢澤は、玄関の扉を開けて首を傾げた。

（また、よく知らん靴がある）

　やたらきれいに手入れされ、きらりと光る革靴の価値は矢澤にはわからない。それでも、なんとなく高そうだなと思いながら彼は履き古したスニーカーを脱いだ。

「あ、矢澤くーん！　おっかえりなっさーい」

　そのまま二階に上がろうとすると、リビングの方からやけに機嫌の良い夏生の声が聞こえてきた。これを無視して上がると、きっと面倒なことになる。そう思った矢澤は、ひとつ溜息を吐いて方向転換をした。

「……ただいまっす」

「んふふ、今日の取材はどうだったの？」

「どーもこーも……いや、いつもどおりっすね」

「あぁんもう、つれないんだから」

　しなを作った夏生の横に居た青年があははっと声をあげて笑う。

「誰だこいつ……あ」

　気づけば思ったことがそのまま口から滑り落ちていた。だが今更慌てて口をつぐもうが何も変わらないだろう。開き直った矢澤はそのまま目の前の男を睨めつけるように凝視した。きっと靴の主であろう彼は、少しだけ困った顔をして小首をかしげてみせる。あどげないその顔立ちはかわいらしいと形容して差し支えないものだったが、矢澤はそのやたらあざとい仕草に不愉快になり、眉間にシワを寄せた。

「もう、そんな怖い顔しないでってば、しゅ・う・く・ん」

「それ、やめてもらっていいっすか」

　あぁんと言いながらまたくねりだす夏生。よくよく見ればその手にはしっかり万券が握られている。なるほど、彼は新しい店子のようだ。

「彼は今日からこのシークレットローズガーデンに加わった、杜屋薫くんよぉ！　仲良くしてあげてね！」

「はあ……」

「杜屋です、よろしくお願いしまぁすっ！　矢澤修二さんですね？　さっき夏生さんと、それから要さんからお話を聞きました」

「……」

　にっこりと笑った杜屋が手をこちらに差し出してくる。だが、矢澤はそれを受けることはなかった。なぜだろうか、要、と杜屋が名を呼んだ瞬間、何かが心の中でざわついたのだ。

　……自分だって、要と呼んでいる。だが、杜屋が呼んだそれは妙に距離感が近いような気がして、たまらなく不快だった……

「どうも」

「ええっとぉ」

　軽く頭だけを動かした矢澤を見て、杜屋が夏生に助けを求める。すると、夏生はよしきたっとばかりに胸をそらしてみせた。

「矢澤くんはすごいのよ、なんて言ってもバンドのリーダーだし！」

「あ、そっか、要さんも言っていましたねぇ。バンド、すごいですよねぇ！　すごぉい！」

（……それは、煽ってんのか）

　前の住人である西村も大概バカだバカだと思っていたが、同じバカなら無垢で素直なバカのほうが何千倍もいい、と矢澤は心の中で毒づく。

　杜屋の笑顔には、見覚えがあった。ヤンキーだから、とか、バンドをやっているから、とか、そういった表面だけを見て近寄ってきて媚びへつらう人種。そういうやつらの作った表情が矢澤は何より嫌いだった。

「ああ、あざっす。じゃあ、俺は……」

「あ、ああ！　矢澤くん……っ！　あ、あー……もうぅ」

　踵を返した矢澤は夏生が止めるのも聞かず、スタスタと部屋に戻っていってしまう。それを見送った夏生は呆れたようにひとつ溜息を吐いた。

「ごめんなさいねぇ、杜屋くん。でも、あれで悪い子じゃないのよ？　ちょーっと愛想と目つきが悪いだけで」

「あはは、大丈夫ですよぉ。ご心配なく」

　そう言った杜屋は目だけで矢澤の背を追う。

（……要さん、ちっちゃくてかわいいとか漏らしてたけど……まあ、僕よりは大きいし、かわいくもないね）

　そんなことを思ってから、ふいっと彼は視線をそらした。そう、彼等なんてどうでもいいんだ。






――僕には、きちんと狙った獲物がいるんだから。






「……はあ」

　なんだか、無駄に疲れさせられた気がして矢澤は階段を上がりながら溜息を吐く。そもそも今日はこのまま休息するつもりだったからいいったらいいのだが、今日をやり過ごしたとて、杜屋がここの住人になるのなら如何に苦手なタイプとはいえ避けては通れない相手になるだろう。やり場のない面倒くさい、という感情に囚われ溜息をもう一度……

「はあ……あ、ああ？」

「あっ」

　ドアを開けると、何故かそこには人が居た。無言でそのまま一度閉めて、それからもう一度開ける。ここは矢澤の部屋で間違いない。ということは、だ。

「おめえ、何考えてんだ。伊坂のおっさん」

「あらー、思ったより早く帰ってきちゃってまあ」

　そう言いながら、最近入居したばかりの店子である、伊坂英志は無精髭を触りながら苦笑してみせた。

「まあじゃねえ、何してんだ」

「いや、なんにもしてないよ？　うん、本当だ。なんにも触ってすらいないし、ほら！」

「ほらって言われても知らねえよ、出てけ」

「いやいやいやいや、待って！　ねえねえ、待ってよ！」

「わかった、待ってやる」

「わっ、やっさしー」

「十秒な」

「ちょおっとぉ！　くっ、ならば最後の手段！　とうっ！」

「……なっ!?」

　言うなり、矢澤にしがみつく伊坂。身長も体格も伊坂のほうが上ではあるものの、それでも矢澤だって腕っぷしに自信がないわけではない。それに、何より矢澤のほうが19歳も若いのだ。流石に負けたりは……

「は……っ？　んだ、おめえっ」

「うはは、こう見えておっさん腕に覚えがあったりして」

　伊坂の出自はよくわからない。もともとあまりそういうことに大塚家の人々がこだわるほうではないのもあって、現状無職のプー太郎ということしか矢澤は知らない。

（……これ、カタギじゃねえだろ）

「はあ、わかった」

「えっ、わかってくれた？　あーよかった。やー今、どうしても夏生ちゃんに会いたくなくってな」

　へへっと笑って矢澤から伊坂が離れた瞬間――矢澤が勢いよく扉を開け放って、伊坂の背後に回った。

「うえっ!?　ちょっ、修二く……うあ、あああ!?」

「……なんて言うと思ったか、アホ」

　そのまま、基山の部屋の方へ向かって蹴り出してやる。バタンとやたら大きな音がして、伊坂の悲鳴と、それから……

「うひゃあっ!?　伊坂さ、ああああ……!?」

（……要、なんて声あげてんだよ）

　妙に艶めかしい基山の悲鳴に、矢澤は溜息を吐く。着替えでもしてたのか？　まあ、知ったことではないのだけれど。そんなことを思いながら、ベッドに潜り込む。

（はあ、疲れた）

　伊坂のなんにも触ってない、は案外嘘ではないのかもしれない。ベッド以外に腰掛けるところのない殺風景な部屋だが、変なぬくもりが残っているなんてこともなかった。一瞬、伊坂はどうして夏生に会いたくないのか、どうしてここに隠れていたのか気になりはしたが……まあどうせ、家賃の取り立てが怖いとか、そういったことだろうと矢澤は内心で結論づけた。

（……あ）

　布団をぐいと引き上げてから、着替えていなかったことに気づく。だが、もうここから出るのはどうしても億劫で、たまらなくて、ひとまずベルトだけ緩めてジーンズをもぞもぞと脱ぎ捨てると、そのまま目を閉じた。

（……やっと眠れる）

　一時間でも、二時間でも仮眠できればいい。そう思いながら、うつらうつらと船を漕ぎだす。頭の中に白くもやがかかり、ぼんやりし始めた頃、ふとあのときの違和感が蘇ってきた。

　……あれはなんだったのだろう。

　誰より傍でずっと聞いてきたのに、初めて感じた基山の声に対する、違和感。その正体はいったい……？

（ああ、やめ……もう、寝よ。今考えても、わかんねえし）

　それもそうだ、と自らを肯定し、矢澤は眠りについた。






　　　＊＊＊






「で、出てってくださいよぉ、伊坂さーん」

「やーだーねー！　俺、出ていけないの。今は無理」

「そ、そんなぁ」

　着替えをしている最中に突然、向かいの部屋から吹っ飛んできた伊坂に、基山は眉を垂らして情けない表情を作る。伊坂の子供のような返答に、困ったように視線を揺らしながらも、ひとまず小さな座布団を取り出した。

「……じゃあ、あの、これ、どうぞ。お布団、最近ずっと干せてなかったので……ベッドに座らせるのもなんかあれだし……あ、えっと、座布団はあんまり使ってないから、きれいです、はい」

「お、サンキュー。っていうか、要くんは優しいよねえ。それに比べて、矢澤のクソガキったらねえなあ、ったくよお！　もう修くんって呼んでやんね」

「あは、あはは……」

「俺がさ、夏生ちゃんに今は会いたくねえからって言ったら、速攻で蹴り出して。もー、こんなことなら最初っから要くんの部屋に来ればよかったよなー」

　よいしょっと言いながら、座布団に腰を下ろした伊坂。内心で基山は、あれで修くんにも優しいところはあるんだけど、なんて反論をしてみるが、それはことばにはならない。なぜなら、そういう矢澤の素敵なところは極論自分だけで独り占めしたい、と思っていたりもするのだから。

（……なんていうと、変態みたいだよねえ。自己嫌悪だ）

「……お！」

「……？　どうしました？」

「なあなあ、これって高校んときの写真？」

「うえっ!?　あ、ああ、な、なんで!?」

「なんでって、これ……机の上の本、隙間に挟まってたのが飛び出てたから……おおお、これ要くんだよな、わっかーい。ま、今も若いけど」

「か、返してっ！」

「いやいや、いいでしょ。見せてよー」

　うへへっと嫌な笑いを浮かべた伊坂が写真を手に持ったまま、基山に背を向ける。彼が見ているそれに写っているのは卒業時の写真。桜のアーチの下で、基山と矢澤、それから鳥飼、クラスの何人かが写っているのだが……

「オジサンにもあったんだぜ？　高校時代。オジサン、実はね、軽音楽部だったんだけど、当時はけっこう不良が流行っててねー……はー、いいなー、かっわいーなー！　って、あ、これって……」

「あっ、やっ、ええとっ」

　矢澤のことを指摘されたらどうしよう、と一瞬身体が硬直する。

「稜くんじゃね!?　これ！」

「え」

「うわーお、この年齡からこのフェロモン……マジか」

「あは、あはは……稜はあんまり今も昔も変わらないですね」

「ふうん。あ、でも要くんもよく見るとあんまりかわらな……むむ、これは矢澤か」

「わ、わわ……あの、そろそろ返してください！」

「ああ、はいはいっと。悪かったね、見ちゃって……んんん、でもなんかこの校舎見覚え、あんな……あぁあ……？　ま、いっか」

　伊坂から写真を取り戻し、それを丁寧にまた本に挟む。なんとなく、ずっとお守りがわりに持っているそれは、基山にとってとても大事なものなのだ。だって、この写真には自分も矢澤も写っていて……

「にしても、よっぽど大事なんだな」

「うええっ!?」

「高校時代の思い出」

「あ、ああ」

「……ん？」

「いえ、なんでも」

　ははっと乾いた笑いを浮かべながら、本を机の端に、端に、追いやった。

「あの……なんで、夏生さんに会いたくないんですか？　とか、聞いてもいいですか」

「聞いてくれる!?　聞いてくれるの!?」

「え、ああ……はい」

　最早伊坂を追い出すことを諦めた基山は、ベッドに腰をおろした。座布団に座る伊坂より少し視点が高いことを申し訳なく思いはしたが、他に座れる場所もないので仕方がないだろう。

「正確には、夏生ちゃんに会いたくないってわけではないんだよな」

　はあ、と基山が返すと、伊坂は自身の顎に手をやって無精髭を撫でた。

「新しい住人……あの、杜屋薫……くん」

「あ、さっきごあいさつしました」

「あれと、会いたくないんだわ」

「え？　知り合いなんですか？」

「……うっ、うーん……まあ、知り、あい？　ったら、知り合い……かも」

「へえ、そうなんですね」

　さして興味があったわけではないが、それでもいつもは明るく豪快な伊坂がことばを濁す姿は新鮮で、少し面白くも感じられた。基山は、さきほど出会ったばかりの杜屋を思い出してみるが、かわいらしい顔立ちの彼と、目の前の四十過ぎの中年男性の接点は見当たらない。杜屋は確か、大学生だと言っていたような気もするし。

「それで、まあ……なんだ。会いたくないんだな、今ひとまず」

「でも、そうは言っても会っちゃいますよね……今後」

「そう、会っちゃうんだわ。どうしよう、俺」

「さあ、どうしようと言われても……うぅん」

　住人それぞれ別に仲良くする必要性はない。現に基山自身、もう引っ越していった前住人である西村が来るまでは、のちの彼のパートナーとなる柊とほとんど接点がなかった。それはまあ、あいさつくらいはもちろん交わすし、完全に接触を避けていたわけではないが、そもそも規則正しく生活している雇われ人と、自分たちのような根無し草は生活リズムが被ることもそうはなかったのだ。

（それでいくと、大学生の杜屋くんと……）

「……な、なに、その視線」

「い、いえなんでも」

　無職である以上、伊坂側が本気を出せば避けられる、と言えなくもないのでは、と思うがそれは口には出さなかった。伊坂にだって、もしかしたら何かハローワークに行くとか、日々のルーティーンがあるかもしれない。

（そ、そういう配慮って大事だよね、うん）

　できるだけ、人を傷つけず、人から傷つけられず生きていきたい。基山はそう思って、生きているのだから、不用意な発言は控えることにした。

「……にしても、要くんって優しいよなー」

「え？　そうですかね」

　臆病なだけでは、と心の中で付け足しながら、小首をかしげる。

「優しいと思うよ。俺はね」

　そう言った伊坂の笑顔はどこか切なくて、一瞬基山は何も言えなくなってしまう。やっぱり、それぞれに過去にはなにかあるのだ。それを土足で踏み荒らすような真似をしてはならない。

「……それに比べて！　矢澤、あいつはやっぱダメだ！　優しくない！　なんか、無性に腹が立ってきた！」

「あれでいいところもたくさんあるんですよ」

　ぽつりと溢したことばに、今度は伊坂が小首をかしげた。

「……えと、だって……差し入れのおにぎり、いつも俺の好きなの残しておいてくれるし、それからえっと、俺、人と話すのって得意じゃないんですけど、そういうのわかってて、今日とかも取材受けてくれたりして……それから、それから」

　こぽこぽとことばが溢れて止まらない。矢澤の優しいところ、ちょっとした気遣い。気づかれにくいような細かなことまで。案外と、神経が細くて繊細なところとか。いろいろな基山の思う矢澤の、いいところ、が溢れ出す。

　さっきは誰にも知られなくていい、なんて思ったりもしたけれど、恋って不思議だ。

（自分だけのものにしたいと思ったり、良さを共有したいと思ったり）

　情緒不安定で、怖い。

「やあ、よっぽど大事なんだな」

「え、はい。思い出とか、そういうの俺……」

「いや、じゃなくて矢澤」

「うえっ」

「へっへっへ。なんだか、惚気を聞かされているみたいだったな。……まあ、つって、そういう優しーいところが俺に向けられる気は、オジサンまったくしないんだけどさ」

　言いながら、伊坂が座布団から立ち上がる。

「もう、けっこう時間稼いだよな？　多分、夏生ちゃん、特売行ったと思うんだわ。ありがとな」

「あ、いえ」

　短く伊坂に返して、頭を振る。

「こういう言い方、上手くない……と思うんですけど、俺、ちょっと楽しかったです」

「ふはは！　オジサンも楽しかった！　また、今度付き合ってくれよなー。金だけはあるし、飲みでもいいよ」

「はあ、お酒は強くないので……ええっと、はい、でもいつか」

「んじゃ、ありがとな」

　ひらっと手を振ってから、伊坂がドアノブを回す。

（……お金のある、無職。ますます、謎だなあ）

　ドアが締め切られるその一瞬前、振り返った伊坂が基山に視線を寄越した。

「……？」

「あ、あー……なんでもないわ」

　ははっと乾いた笑いを浮かべて、伊坂が今度こそ立ち去る。閉められた扉をしばらく眺めて、なんだったんだろう？　と基山はつぶやいた。

　何か言いたいことがあったんだろうことはわかる。でも、これは踏み越えてはいけないラインなのだろう。だから、きっとその線引きを行って、伊坂は立ち去った。そうに違いない……のだろうけれど、気になるものは気になる。

（まあ、でもね、俺に話したってしようがないことってたくさんあるだろうし）

　基山自身頼りになるようなタイプではないことは明白だし、しかも、相手は19も上なのだ。たとえ伊坂がフランクなタイプだとはいえ、なかなか相談できるものでもないだろう。

（考えても仕方ないし、やめやめ……）

　そう思いながら、ふとさっきの写真をもう一度見たくなり取り出した。それと一緒に、他にしまっていた何枚か、も。

「………」

　そこに写るのは、すべて矢澤だ。あの春の日に彼に恋をしてから、基山は何枚か彼の写真を手に入れていた。もちろん、犯罪に走るような度胸はないからすべて学校で撮られた記念写真の類いだけど。

（……でも、修くんの写真の番号を書いた申込用紙、誰にも見られずに出すの……すっごい勇気いったなあ）

　バレたときのことを考えて、何枚か鳥飼のも入れていたとか馬鹿らしい。

（そういえば、稜の写真はどこやったんだっけ……？）

　腕を組んで、うぅんと唸るが思い出せない。まあ大方、鳥飼のことを好きだという女子にあげたかなんかしたのだろう。彼は昔からよくモテたから。

「ふふ、懐かしい」

　５月の体育祭でアンカーを走る矢澤の写真。そこに収められた今より少しあどけない表情の矢澤に、基山は胸が苦しくなるのを感じた。

（あ……まずい）

　妙に興奮して、身体が火照る。そういえば、最近ずっと忙しくて、ろくに慰めることすらできなかった。

（……いいかな、少しくらい）

　向かいの部屋で眠っている、であろう矢澤。それを思い、手を……というところで、ふいにノックの音が響いた。

「えっ」

　もしかして、伊坂だろうか。何か忘れ物でも、と思ったが部屋にはなにもない。

「は、はい」

　声が裏返っていたような気がして、少し恥ずかしい。慌てて机の上に出された写真を本の下敷きにして、呼吸を整えた。

「俺だけど」

　その返事とともに扉が開かれる。はいってきたのは、矢澤だった。

「ええっ!?　修くん!?」

「んだよ、悪いか」

「ぜ、ぜんっぜん！　えと、どうしたの？」

「あ、やー……なんつうか」

　言いながら、矢澤が視線を泳がせる。

（おっさん押し付けたのが気になって、あんま眠れなかったっつうのも変な話だよな）

「おめえ、今日のメシ、予定とかねえだろ？」

「えっ。うん。ないよ！　ないっ！」

「……じゃあ、行くか」

「わああ！」

　途端にぱあっと明るくなる基山の表情に、なぜか矢澤の胸にはもやが広がっていく。なんでそんなに基山は俺の一挙一動に関心をもつのだろうか。

（大型犬、みたいだよな。こいつ）

「す、すぐ用意するね！　ちょっと待ってて！」

「おう」

　短く返事をして、矢澤はベッドに腰掛ける。もそもそと着替えを始めた基山からなんとなく視線をそらす。すると、ふと机の上の本に目が止まった。

（……ミステリなんか読むんだな）

　矢澤はまったく本を読まないが、よく見れば基山の部屋には何冊か本が置かれている。そういえば、この部屋に入るのもどれくらいぶりだろうか。上京したての頃は、割とよくお互いの部屋を行き来していたのに、最近はそういうのもなかった。

「……？」

　ふと、本の下に何かがあることに気がついた。そっと指先で摘んで引っ張り出してみる。

「なんだ、この写真……」

「しゃ、しん？　うわあっ!?」

　慌てて写真を隠す基山だが、もう矢澤にはしっかりと見られたあとだった。

「……俺、だったよな。なんで、おめえが持ってんだよ。あんなもん」

「あっ、わ、えっと、ええっと、これは！　なんでもない！　なんでもないから！」

「いや……その慌てよう、なんでもなくねえだろ」

「……っ」

　後退りしようとする基山の手を、ベッドに座ったままの矢澤が掴む。思いの外強く掴まれて、基山は思わずうぐっと唸った。

「俺……っ、えっと、気持ち悪いよね！　だから、忘れて！　うん、忘れてね」

「忘れられねえだろ。気持ち悪いかどうかは、なんで持ってんのか聞かねえと判断できねえし」

「あっ、う……」

　真っ直ぐに見つめられて、基山がたじろぐ。

「俺っ、俺っ、えっと……矢澤く、……修くんのこと、前から、知ってて、だから」

　続きを促すように、だからなんだよ、とでも言いたげな矢澤の視線。どうしたらいいか、わからなくなった基山の頭の中はどんどんヒートアップしていってしまう。

「ずっと、修くんのこと、見てたから、知ってたから、だからっ！　中学校のときから！　修くんは知らないだろうけど、でもだから、俺っ、修くんが……っ、修くんが……大事でっ」

　言っていいのか。頭の中で、警鐘を鳴らす誰かがいる。でも、今言えなかったら、きっと一生言えない。

　だから……

「好き、なんです」

「……っ」

　泣きそうな声で、やっとの思いで絞り出したことば。それを受けた矢澤は面食らったような表情で、小さく喉を震わせた。

「……は？」

「あ、あ……俺、何言ってん、だろ」

　一気に頭の芯が冷えていく。

（そりゃあ、そうだよね）

　わかっている。わかっている。俺は男で、修くんも男で。

　だから、拒絶されるのだって、想定の範囲内だった。だからこそ、今までずっと口をつぐんできたんじゃないか。なのに、自分はこんなところでいったい何を？

（もう、ダメだよ）

　矢澤の顔を、直視なんてできない。きっと、今彼は自分を蔑むように睨んでいるかもしれない。そう思うと、見ることなんてとてもではないができなかった。

「おい、かな……め？」

　ふいに基山が矢澤の双肩に手を添えた。

　そして、そのままぐっと力を込めて――

「えっ」

　ベッドに押し倒されて、視界いっぱいに天井と基山の泣きそうな顔が広がる。矢澤はあっけにとられて口を開けていた。

「なんだ、よ……これ」

「修くん、俺……修くんが、好きなんだ」

「あ、ああ……待てよ、かな……んんっ」
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　押し付けられた唇に、矢澤が目を見開く。手で軽く基山を押すが、彼の身体は動かない。次第に呼吸が苦しくなり、今度は胸を少し強めに叩くが彼はびくともしない。

「……はっ、ふ……修、くん」

「かな……んんっ、んう」

　口を開いた瞬間に潜り込んでくる基山の熱い舌。それが荒々しくも、優しく矢澤の口の中を蹂躙していく。

「んふっ、ん……んっ」

（最後にするから、だから……）

　気持ちを押し付けるなんてよくないことだ。今自分がしているのは相手の気持を考えない、ゲスな行動だ。そう頭ではわかっているのに。

（修くんの唇、柔らかい……修くんと、俺……今、キスしてるんだ）

　そう思ったら、身体にどんどん熱が集まっていって、止まらない。

「はっ、ん……かな、め、やめっ」

「んちゅっ、修くん……俺っ」

　何度も何度も唇を重ねて、角度を変えて舌を差し入れる。

（修くんだって悪いんだ。嫌なら、跳ね除ければいいのに）

　そうしないのは、矢澤の優しさかもしれない。

　それに甘えているだけかもしれない、とわかりながら、長年の思いをぶつけるように唇を食む。

「ん、は……んっ、ん」

　頭の中がくらくらして、欲が高まってたまらなくなる。

　そのまま、手を滑らせて――

「……っ!?」

　ジーンズのチャックを開けて、手をボクサーパンツの中に潜り込ませる。

「は、ぁ……っ、う、や……っ！」

　矢澤が首を振る。唇を離して、至近距離で見つめると矢澤の瞳にはうっすら涙の膜が張っていた。

（あっ）

　最悪だ。最低なことをしている。

　そうわかっているのに、それと同時に湧き上がる愛おしさと欲。

「……修くん、かわいい」

「？　は、あ……もっ、やめろ」

「でも……っ」

　指でリングを作って、ゆるゆるとシゴく。

　先端からとろりと濃密なみつがこぼれ落ちて、基山の細く長い指先を汚していった。それを今度は塗り込めるように先端へと――


「……いい加減にしろ、っつってんだ」

「あ……っ」

　修くん……と声にならない声を上げる。

「離れろ、要」

　鋭く睨みつけられて、冷水を浴びせられたような気になった。

「あ、俺……」

　言われた通りに矢澤の上から退いて、基山は唇を噛み締めた。

「おい、要……」

　矢澤が深く息を吸い込む。だが、彼がことばを続けるより早く、基山は立ち上がる。そして、長過ぎる前髪の奥の瞳を、左右に揺らして……

「ごめ、ん」

「あ、待て！　要っ」

　そのまま駆け出した基山。バタンと大きく音をたてて、二人を隔てるドアが乱暴に閉まった。

「……ちっ」

　追いかけないと。そう思うのに、矢澤は起き上がれずに俯いた。

「なんで、てめえが被害者みたいなカオしてんだよ」

　クソと付け足して、矢澤は大きく息をついた。

















第三章












「……はあ」

　乱された服と、肌に残る基山の指先の温度。

（なんでこんなことになったんだよ）

　いつからなのだろう、考えてみてもわからない。こんな目で見られ続けて、どうして俺は気づかなかったのだろうか。どこから、間違えた？　いや、そもそも俺は何を間違えた、のか？

（なんか、混乱してきた。別に俺、なんもしてなくね？）

　同じバンドのメンバーとして、こういうのは良くないと思う。風紀が乱れるし。あと、同性云々はさておき、互いの同意を得ずに、こんなことをするのだって、もちろん良くないと思う。それらは間違いない。

　気だるいまま上半身を起こして、衣服を整える。

（追いかけたほうがいいんだろうな）

　でも、なんで俺が？　なんて思ってしまって、身体が動かない。

――コンコン。

「……!?」

　突然のノックに、肩がびくっと跳ね上がる。基山が戻ってきたのだろうか。

「あ、あ……」

「ねーえ、基山くーん！　って、あら？」

「……夏生、さん」

「あら？　あらあら？　ここ、基山くんの部屋よね」

「あ、そうっす。でも、ええっと……さっき、出ていって」

「そうなのね、なーんだ。基山くんの好きな焼きプリン買ってきたのにぃ。ま、いいわ。冷蔵庫に入れておきましょう」

「……ん、伝えときます」

「よろしくねー！」

　ドアから顔をのぞかせた夏生が一瞬引っ込んで、また顔を出した。

「ねえ、矢澤くん、風邪でも引いた？」

「え？　いや、そんなことは」

「あら、顔真っ赤よ？」

「……んんっ」

　慌てて袖口で顔を覆って、俯いた。それを見て、夏生は人差し指を唇に宛ててみせる。

「なんだか、かわいーい反応ね。オネエさまに話してみてもいいのよ？」

「え、遠慮します」

　短く返して、手で払うような仕草をする。すると夏生は小さく、あんっと鳴いて身体をくねらせた。

「ひ・み・つ……なんて甘美な響きなのかしら。うふふ、気が変わったらいつでもどうぞー」

　バタンと今度こそ閉まったドアに、矢澤は舌打ちをする。

（……なんか、面白がってねえか？）

　変に勘ぐられたことに腹が立ちつつも……夏生の察した勝手な妄想が、今回ばかりは事実からそう遠いかと言われれば、そうではないことにも苛立った。






　まさか、基山にそんなふうに思われていたなんて。

　もう一度思考を戻して、考えを巡らせる。それはいったい、いつからだったのだろうか。上京して共同生活をするようになってから？　それとも、よもや高校時代からだったりして。

　どのみち、男の自分が誰かからそういう意味で想われることがあるなんて思ってもみなかった。

　別にゲイに無理解なわけではないと思う。いや一般的に見たら、どちらかというと理解があるほうではないだろうか。現に、驚きこそすれそういう意味での嫌悪感は不思議と抱かなかった。

「…………」

　そう、抱かなかったのだ。

（嫌悪感、抱いとけよ……俺）

　なんで、こんなことになってんだよ。そう、自分に問いかけながら下腹部へと目をやる。

「……ん」

　そこにははっきりと膨れ上がった自身のモノがある。

（……これには自己嫌悪があるな）

　基山の手で中途半端に高められた欲求。それは一度萎えたものの、すぐにまた膨れ上がってきてしまっていた。

　言い訳をするなら、ずいぶんそういうことをしていなかったというのがある。セックスはもちろん、マスターベーションだって。だから、あんなに無遠慮に求められてしまっては心は追いつかなくとも、身体は熱を持ってしまい……

「ん……ふっ」

　基山のベッドに腰掛けたまま、さっき正したズボンと下着をまたずり下げて手でソレを掴む。そのまま緩やかに手首を返して上下させ、徐々に熱をあげていった。

「ふ、う……んっ」

　おかしい。普段は、こんなに過敏じゃないのに。

　今日は触れたら触れただけ快感を拾ってしまい、頭の芯がじんじんと熱く痺れて、意志とは関係なく腰が淫らに揺れ動く。

「へんた、い……かよ、俺」

　基山の部屋で、基山のベッドの上で、基山に触れられたのを思い出して、触れる。

「んんっ！」

　同じバンドのメンバー。それ以上でも以下でもないというのなら、俺のしていることはなんなんだ。

「は、ぁ……うっ」

　今だけは戻ってこないでほしい、とそう願いながら、一気にシゴく手に力を込めて、激しく上下させていく。

　先端から溢れ出した淫らな蜜がちゅくちゅくと音をたてて、耳介を犯す。早く、イかなくては、そう思えば思うほど興奮して、興奮して。

「あ、ぁ……うっ、うぁ……」

　気づけば手のひらいっぱいに先走りの汁がついて、もうベトベトになってしまった。

「もと、やま……っ」

　そう名前をつぶやいた瞬間、背筋に電撃が走る。

「んんっ」

　甘い痺れに身を任せて、そのまま――びゅくっ、びゅくっ。

「あ、ぁ……は、あ」

　吐き出された白濁はそのまま手と腹を汚す。

（あぶね……）

　シーツや布団を汚さなかったことを確認して、矢澤はベッドサイドに置かれていたティッシュの箱に手を伸ばした。きれいに欲を拭って、衣服を再度正す。すると、どこからともなくいやに冷静な自分がやってきて……

「あーあーあー、何やってんだ。俺」

　つぶやいたことばはなんとも虚しい響きがあった。

　ひとまず、もう追いかける気は完全に失せた。基山だっていい大人なのだ。自分のことは自分でどうこうできるだろうし、どうにもならなかったら稜なり、夏生なり誰か頼るだろう。だから、それはいい。

「いまさら、どうすっかな」

　目下、自分がどう彼に応えるのか。それが一番の問題だ。
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「うえええ、ごべんなざいぃ、ごべんなざぃいい」

「ああ、いいっていいって！　いや、マジでいいんですって、基山さん」

「ひぃい……でも、おれ、いぎなりぎぢゃったし」

　缶ビールを両手で握って、普段から丸い背中をさらに丸めた基山を見て、西村は困ったように指先で頬を掻いた。

　大塚荘を出てからまだ２ヶ月。そこかしこに溢れかえるダンボールはまだ片付けきれておらず、端っこの方に積まれている。大塚荘から同じ沿線で、郊外側に２駅いったところにある駅徒歩10分の築浅マンション。それが西村と、そのパートナーである柊の新居なのだが、その中はまだまだ雑然としていた。そんな中唯一粗方きれいになっているリビングで基山は、昼間から酒を飲んで西村相手に管を巻いていた。

（うーん、さっきから話がループするなぁ……まあ、動転してんのか。そりゃそうか）

　西村自身、今日はたまたま有給をとっていただけで普段なら仕事をしているはずだ。元の予定としてはダンボールを崩して、整理整頓するはずだったのだが、まあ基山のヘルプとあらば仕方がないだろう。

（基山さんと矢澤さんにはご恩もあるし。せっせと返せるときに返さないとダメだよな）

「はっ、そういえば柊さんは……？　お、俺が居たらなんか、こう！　間男みたいにならない!?　大丈夫!?」

「ははっ、何言ってんすか。柊がそんなことで妬くわけないっすよ。うんうん……きっと」

「……え。きっと？」

「でもまあ、俺もおせわになりましたし、二人の話なら聞きたいなって思いますよ」

「西村くぅん……はあっ、ごめん、ね」

　いえいえ、と言いながら、自分ももうせっかくだし飲んでしまおうと腹を括る。ソファに座った基山に断ってオープンキッチンまで行き、冷蔵庫を開ける。

　キッチンだけやたら立派だが、それに見合う冷蔵庫の中身では全くもってない。まあ、それも仕方がないだろう。自分も柊も割合帰宅時間が遅いし、そもそも生活リズムが合わないのだ。だから必然的に、冷蔵庫の中身は長期保存の効くものと酒やなんかばかりになる。

「……よっと、これにしよ」

　グレープフルーツの酎ハイを手にとって、ソファまで戻ってくる。隣に並んでからプルタブを引くと、基山がおずおずと持っていた缶ビールを持ち上げた。

「あ、乾杯っす。……何にかは、わからないけど」

　あははと笑いながら缶を当てると、基山は眉を垂らして少しだけ微笑んだ。

「乾杯、です」

　喉を鳴らして中の液体を飲み込んでいく。しゅわしゅわと刺激が心地よく、西村は思わずぷはーと声をあげる。

「おっさんくさいっすね、俺」

「あはは、でも気持ちはわかるかな」

「それで……その、詳しいこと、もっかい聞いていいですかね」

「……う、ぅ……はい」

　ぽつり、ぽつりとことば少なに、ゆっくりと語られる基山の想い。それを聞きながら、西村は自分と柊とのことを思い出して、苦笑いを浮かべた。

（うぅん……から回っちゃったってだけなんだろうけどなー）

　とはいえ、基山だってそもそも気持ちの伴わない行為がしたかったわけではないのはわかる。彼の性格からいってそれはないだろう。ただ、これが最後なら……とでも思ってしまったのだろう。

「俺、修くんのこと……大事で、大好きで、ずっと……なのに、何やってんだろう」

「んんん……わかんなくはないっすけどね」

　自分だって過去、柊にパートナーがいると思い込んだ状態で、それでもいいから……と寝たことがあった。まあ、それは結果的にただの勘違いだったわけだが。

（あのときの俺の余裕の無さとか……思い出すだに吐きそう）

「……あ、あの」

「ん？」

「その、ええっと……西村くんって、柊くんと、その……あー」

　あうあう言いながらことばを濁す基山に、苦笑してしまう。自分だってゲイのくせに、それを直球で聞く度胸はないらしい。

（まあ、その気持ちもわかる）

　そう思いながら、西村は軽くうなずいた。

「ん、まあ、はい。そうです……って、なんか恥ずかしいな！」

「……わー、なんとなくわかってはいたけど、改めておめでとうございます」

　ぱちぱちと軽く拍手して、基山は思う。頬を赤らめて照れ笑いする西村は、なんかかわいいな、と。もちろん、そういう対象での意味ではないが、それでも愛される者の幸福感の漂う笑みは、何か心にクるものがあった。

「いいなぁ……」

　思わずこぼれた本音に、西村はバツが悪そうな顔になり、缶ビールに口をつけた。

　こういうとき、なんと言って慰めるのが適切かがわからない。西村はそこまで恋愛経験が豊富ではないし、男性同士の付き合いなんて柊が初めてだ。柊……そうか、柊ならばもう少しマシな助言ができるかもしれない。

「俺なんて、恋人どころか……バンドの存続の危機。……俺、失恋どころか無職になるかもしれないんだなぁ……」

　はぁと溜息を吐いた基山に、西村は困ったように首を傾げる。

（正直、こういうことに矢澤さんも理解ありそうだし、そんなことにはならないような気がするんだけどなぁ）

　でも、そんなことを無責任に言って、もしものときは目も当てられないから西村は思うだけで口には出せなかった。

　ちらりとテレビ台の上のＨＤに表示されている時刻を確認する。今日は柊は定時で帰ってくると言っていたはずだ。ここはひとつ、西村には重荷なので柊にぶん投げてしまおう。そう決め込んで、西村は缶の残りをすべてあおった。

「はあ、俺……もう、大塚荘に帰れない……う、うぁ……あ」

「あー、泣かない泣かない！　よーしよし！」

「にっ、西村くんっ」

　丸まった背をわざと乱暴に叩いて、基山の視線をあげさせる。

「よし、こういうときは料理しよう！」

「へ？」

「男飯だ！　男飯！　うまーいものいーっぱい食べましょうよ！　すぐそこにスーパーもあるんで！」

　ほら立て、と基山を促して、西村も立ち上がる。清々しい笑顔を浮かべた西村に、基山は目を細めた。

「……うっ、なんか西村くんが眩しい」
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「あは、あはははっ！　要ってば、おっかしーのー！」

「そ、そんなことないしぃ！　侑李だって、あは、あははははっ！」

　部屋にこだまする妙に陽気な笑い声。その主達は、間接照明だけの薄暗い部屋でそれぞれソファに、床に、転がっているシルエットが見える。それから無数に散らばる空き缶と、あと妙に香ばしいこもった食べ物の臭い。

「……ただい、……ま」

　仕事を終え、疲れて帰ってきた柊が見たものはなかなか強烈な絵面だった。

（この声って……基山、さん？　なんでここにいるんだ？）

　はあっとため息を吐いて、柊は携帯電話を取り出した。そして、すばやくどこかにメッセージを送る。状況は掴めないが、これでまあどうにかなるだろう。

「……んぁあ？　あー、おかえりぃ、ひいらぎぃ」

「んん、酒臭い」

「うわあ、久しぶりだねえ！　ひいらぎくぅん」

「……ん、お久しぶりです」

　寝転がったまま二人がこちらを見上げる。床で死んでいる方が西村であったことに、柊は少しだけホッとした。

（客人を床に転がしてたら、さすがに……）

　ひとまずジャケットを脱いで、ハンガーにかける。それを即席のコート掛けに引っ掛けて、それから柊はネクタイを緩めた。

「で、何してるんですか。二人で」

「ええっとぉ、男飯？　会です、はい」

「そうそう、男飯！　あ、柊も食べるよなぁ？」

　ダイニングテーブル代わりの座卓に並べられたアレコレ。手作りらしい餃子に、乱雑に焼いただけの牛タンっぽい何か。それから、煮込まれているらしい肉みたいな何かと、得体が知れているきゅうりと麦味噌。

（男飯……）

「いや、食べるは食べるけど……今はいいかな」

「ええええ、食べて下さいよぉ。柊くぅん」

「そうそう、食べてくださいよぉ。柊さぁん」

「……うぜえ」

「うわ！　傷つく！」

「わあ、傷つくね！」

　二人、顔を見合わせてあひゃひゃと陽気な笑い声をあげる基山と西村。なんだか、ウマがとてもあってしまったようだ。

　何がおかしいやらケタケタと笑い続ける二人を横目に、柊は缶ビールを冷蔵庫から取り出してプルタブを引く。腕時計を確認して、今の時間の道路状況を考えた。

　スクーターでかっ飛ばしたら、せいぜい20分。

（ということは、まあもう少しかな）

「なあなあ、聞いてやってくれよ、柊ぃ。要、めっちゃ困ってんだってさ」

「そうなんですよぉ、柊くん……俺、俺っ、もうどうしたらいいかわかんなくって、それで経験豊富な柊くんにアドバイスを貰おうと思って」

「え」

　ぴたっと動きを止める柊。まさか、自分待ちだったとは思わなかったのだ。

「俺……ずっとずっと好きなひとがいて、あ、男なんですけど」

「は、はぁ」

（というか、それ……矢澤さんだろ）

　内心でツッコミつつ、彼等がまだそういう関係でなかったことに少し衝撃を受ける。それと同時に、もしかして自分が呼び出した相手は今のタイミングでは特大の地雷なのでは、と柊は焦りだした。

「それで、それがぁ、でも、本人にバレちゃって……で、俺、俺ぇっ」

「こともあろうにな！　襲いかけたんだって、やざ……スキな人を！」

「そう、しゅうく……好きな人にキスしたら、案外嫌がられなかったから、だから最後の思い出にって！」

「なあ、それ伏せている意味あるか？」

　冷静にツッコミを入れつつ、やはり自分がした選択が過ちだったと気づく。とはいえ、もうどうしようもないので、そのへんは上手いことどうにかしよう。

「……ひとまず、間をあけずに話すべきだと思いますよ。こういうのって、時間があけばあくほど謝りづらくなりますし、向こうも許しづらくなります」

「ほうほう」

　アホ面で頷くパートナーを横目に、自分たちには適応外だったが、本人が気づいていないのならまあいいかと柊はしたり顔で話を続ける。

「だから、今すぐにでも帰って矢澤さんと対話してはどうでしょう」

「で、でも……俺、そんな度胸っ」

――ピンポーン。

「んぁ？」

　インターフォンが鳴って、西村がごろんと身体を動かして起き上がる。そのまま、ふらふらと玄関まで歩いていき……

「うわあっ!?　矢澤さん!?」

「やざっ!?」

　さっきまでの赤ら顔はどこへやら、一瞬で青ざめる基山に、柊は内心で合掌した。

「……ちっ。おい、何、人に迷惑かけてんだ。帰るぞ」

「あ、あわ……修、くん」

「や、あの、迷惑なんて、ぜんぜん！　俺も楽しかったっすから！」

　慌てて西村が言い繕うが、矢澤は不機嫌な顔のまま基山から視線を動かさない。

「や、人んちでこんなふうに飲んだくれんのとか、迷惑以外の何物でもねえし」

「ご、ごもっともです」

　ぽつりとつぶやいて、基山がソファから立ち上がる。ごめん、と口を動かした西村に、基山はへらっといつもどおりの情けない笑みを浮かべた。

「今日はいきなりごめんね。えっと、でも、また遊びにくるね」

「お、おう！　いつでも、来いよ！」

「柊くんも、おつかれさま。おやすみなさい」

　基山がぺこりと礼儀正しく頭をさげる。それを見て、矢澤も西村と柊に頭を下げてから踵を返し、玄関へと戻っていった。

　ドアの向こうに消える背中を目で追いつつ、西村が柊に向かって唇を尖らせた。

「おい、なんで呼んだんだよ」

「……対話が必要だと思って？」

「いやいや、どう考えてもその話する前に呼んでたろ」

「まあ、勘？」

「勘って……はー、ったくお前は。まあ、でもうん……確かに対話は必要だな」

「そうだろ？　だから、結果的にはこれでいいんだって」

　そう言ってのけた柊は、ふふっと薄く笑う。

「さ、俺が残りは食べるけど……その前にシャワー浴びてくるから」

「あ、おう」

　柊が玄関の鍵をかけて、それから風呂場に向かう。

「……ん？　待てよ」

　ふと、西村は思い出す。自分が、初めて襲われたあのあと……果たして、襲った側からの謝罪と、対話はあっただろうか。

「…………」

　いや、ない。

「おい、待て！　柊、このやろう！」
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「ほら、乗れ」

　ビックスクーターに跨った矢澤にヘルメットを投げてよこされ、基山は俯いた。

「……えと」

「なんだよ」

「……っ」

　不機嫌な様子の矢澤に萎縮し、基山は長い前髪の奥の瞳を揺らす。それを見て、ことさら不快そうに矢澤は自身の前髪を乱暴にかきむしった。

「言いてえことがあんなら、言えよ」

「……どう、して……迎えに来てくれたの？」

「あ？」

　聞こえなかったわけじゃない。ただ、答えたくなかったから威圧的に聞き返しただけだ。だが、基山はこんなときに限って折れずに食らいついてくる。

「だ、だからっ、どうして迎えに来てくれたの……かなって」

「……はあ」

　答えあぐねて、矢澤はため息を吐く。

「柊に、おめえが泥酔しているって言われたから」

「そっ、そうじゃなくって！」

　そうじゃ、なくて……と繰り返してつぶやいたのをみて、矢澤も視線を落とした。

　なんと答えればいいのだろうか。自分の気持ちもよくわからない。どうして迎えに来たのかなんて言われても、自分の気持もまだ整理がつかないのになんて答えればいいのだろうか。考えてみても、わかるわけがない。

「……それ以外、ねえから。ほら、帰るぞ」

「ん……うん、わかった」

　つとめて基山の表情は見ないようにして、矢澤は前を向く。

「……迎えに来てくれて、ありがとう。修くん」

　それだけ言って、基山はヘルメットを被った。
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「……な、なあ、優希、今日の修、変じゃね」

「わかってるよ、うるさいなぁ」

　殺気立った矢澤がミキシングルームのコンソールの上に肘をつく。それをちらちらと見つめながら、木下は遠坂にひたすら話しかけていた。

「や、だってやっぱ変だって」

「や、だからわかってるってば」

「でも、変だって」

「だぁかぁらぁ」

　何度も繰り返される木下のことばに、うんざりしたように遠坂が肩をすくめる。

（うちのリーダーが短気なのは今に始まったことじゃないけど……これはさすがに）

　木下は暗に、遠坂に止めてほしいのだろう。でも、遠坂だって我が身がかわいい。変に火の粉はかぶりたくないのだ。

「もう一回だ、要」

「う、うん……わかった」

　何度も繰り返される歌録り。もう一度頭から曲がかけられて、基山は目を瞑って集中する。

（修くん……）

　なんでリテイクを出され続けているのかは、誰にもわからない。

　なんだったら、遠坂や木下としては今日の基山はかなり調子がいい方で、音程もリズムも、それから情感も、いつも以上にたっぷりと歌いこなしているように見える。だというのに、なぜか矢澤だけは眉間に濃くシワを刻んでいて……

（いつからだ？　どうして俺は気づかなかったんだ）

　聞こえてくる基山の声は、何度聞いてもやっぱり常のそれとは違う。休憩の合間に昔の音源を引っ張り出して聴き比べたがどこから変わっていったのかは、はっきりとはわからなかった。それでも、確かに違うのだ。

（……声質の変化？　ポリープになりかけている、とか？）

　いろいろな可能性を考えてみるが、どれも納得行く答えは出てこない。

「なあ、修……何がダメなんだ？」

「ああ？」

「や、俺たちにはわかんねえから……なんでかなって」

「わかんねえのか？　基山の声……前とぜんぜんちげえだろ」

「……へ？　そう、かな？」

　木下と遠坂が互いに目を見合わせる。

「ごめんね、修くん。正直わからないかも」

「……ちげえんだよ、確実に」

　苛立った様子でそう言って、矢澤がフェーダーを見つめる。何が違うのかは上手く言えない。でも、何かが確実に違うのだ。

「……おつかれさま。今戻ったよ……って、あれ？　まだ歌録りやってるの？」

　スタジオに入ってきた高槻に、エンジニアが顔を上げた。

「ずっと、同じ曲ですね」

「え？」

「そ、そうなんだよ、修が納得いかねえって言って」

　木下が縋るように高槻に言う。その隣では、遠坂もうんうんと何度もうなずいていた。

「…………」

　高槻は少し何か考えるような表情で矢澤を見た。そのあと視線を動かして、歌っている基山をガラス越しに見つめた。彼の顔色は露骨に良くない。声の伸びだって、自分が離席する前のほうがよほどよかった。

「ねえ、基山くんって最後に休憩したのいつかな」

「え？　……ええっと、３時間前、とか」

――タン、と最後のドラムの音が鳴って、曲が終わる。基山がそれと同時に、ちらっと矢澤の様子をうかがった。

「もう一回だ」

「……ん、わかったよ」

「待って、矢澤くん」

　高槻が二人のやり取りを遮る。矢澤の手元にあったマイクで、横からブースの中の基山に声をかけた。

「ずいぶん休んでないんだってね、ちょっと休憩しよう。飲み物も買ってきたし、あと、からあげとか。喉のためにも油分もとらないと。お腹減ったでしょ」

「高槻さん……でも」

「いいよね、矢澤くん？」

　ほっと皆が胸を撫で下ろした瞬間。

「……バンドのことなんで、横から口出さないでもらえますか」

　矢澤にしては珍しい、突き放すような台詞。それに高槻は困ったように苦笑してみせた。

「悪いね、一応俺はマネージャーなんだ。口を出す権利があるんだよ」

「……でも」

「基山くんの声は、僕らにとっても大事な商品なんだ。それに今の君のリテイクは、なんの意味が？」

「いや、明らかに声が」

「声がっていうなら、僕が席を外す前のほうが伸びやかでよっぽどよかったよ。ねえ、エンジニアさん」

　振られたエンジニアは遠坂と木下に視線をやる。すると、彼らは何度もうなずいていた。

「そう思います、けど、それは俺ひとりの意見ではなくて、総意みたいですよ」

「ちっ」

「……いいよね、休ませて」

　そう言って高槻が念を押したのを見て、基山が声を上げた。

「おっ、俺、まだ頑張れます。修くんが、言うんならきっと間違いないし……俺のせいで、ごめんなさい」

「要……」

「ええっと、もしかしたらサビのとこがよくないのかもって……ら、らら、ら……んんっ」

　ハミングした基山の声が裏返り、かすれる。

「……っ」

「あ、い、いまのは！　だ、大丈夫だからっ！」

「基山くん、休憩しよう？」

「高槻さん……」

　強いことばに、基山がしゅんっとしょげた顔になる。

「ごめんね、修くん」

　基山が謝った瞬間、何か自分でも抗いがたいほどの苛立ちに似たものが矢澤の心の中を駆け巡った。

（ああ、なんだよ……っ）

「あっ、修くん！」

　そのまま立ち上がり、スタジオを出ていく矢澤。それを慌てて基山が追いかけようとするが、それを制して遠坂が駆ける。

「なんかよくわかんないけどさ、幸太のバカじゃどうしようもないし！　だから僕が行くから、とりあえず休みなよ、要！」

「バカって！　……んん、否定できねえけど」

　反論しようとして、木下は目線を泳がせる。それを見て高槻と基山はやっと頬を緩ませた。

「とりあえず、ブースから出ておいで」

「はい」

　小さくつぶやいて、基山がブースの扉をあける。新鮮な空気が流れ込んできて、数時間ぶりにやっと深く呼吸ができた気がした。

「俺のせいで、すみません」

「いやいや、要のせいじゃねえだろ」

　木下が笑いながらスポーツドリンクを渡してくれる。

「虫の居所ってのが悪かっただけだって。気にすんなよ」

「うん、ありがと」

（……でも、虫の居所を悪くさせたのは、やっぱり自分のような気もするんだけど）

　あれからろくに話もできていない。仲直りなんて、もってのほかだ。

「声が違うって、どういう意味なのか僕たちも聴き比べてみるからさ」

「ありがとうございます」

　高槻に頭を下げて、ひとまず喉を潤す。途端に、自分は疲れていたのだとしみじみ思う。

「うぅん……でも、俺にはやっぱわっかんねえな。修ってすげえよな、そういう変化とか、俺ぜんぜんわかんねえ。今日も、うおー！　要、歌うめえ！　くらいにしか思わなかったし」

「あはは、ありがとう」

　今は木下のその明るさがとてもありがたい。そう思いながら、基山はやっと微笑むことができた。

「ま、今日はひとまずおしまいだよな？　鳥飼でも呼んで、メシでも食お！　そんで、うまーいってなったらすぐ元気になるって！」

「ああ、それいいんじゃない？　お友達と遊んですっきりしておいでよ」

　正直なところ、今日はもうろくに声が出ないだろう。そもそもの予定時間はすでに超過してしまっているし、あの調子なら矢澤はもう今日は戻ってこないかもしれない。

（……稜とも、最近あんまりゆっくり話してなかったかも）

　鳥飼と木下はもともとの知り合いではない。だが、若干似た雰囲気を持っていて、引き合わせてみたところいつのまにやらとても仲良くなっていたのだ。

「うん、そうだね。稜とも会いたいな」

「よーし、じゃあ決まりだな！」

　へっへっへと笑った木下が携帯を片手に外に出ていく。それを見送って、基山はもう一度頭の中でサビのメロディを反芻する。

（……せめて）

　ボーカリストとしてくらい、役に立ちたいのに。
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「ねえ、修くん」

　矢澤を追いかけた先の公園で、遠坂がブランコに座ったまま問いかける。

「……ん」

　不機嫌そうにしながらも、名前を呼んだら立ち止まってくれたあたり、やっぱりうちのリーダーは案外と扱いやすい。そんなことを思いながら、遠坂は足を揺らした。

「あのさ、声が違うって僕も幸太もよくわかんないんだよね。どういう意味なんだろ」

　単刀直入にそう訊ねると、少しだけ矢澤は不機嫌そうにしながらもことばを返した。

「……誰より一番近くで聞いていた俺が違うっつってんだから、違うに決まってんだろ」

「まあ、そうかもしれないんだけどさ」

　夕暮れ時の公園で、いい年した男が二人何をしているのやら、と遠坂は思いながらも思い切りブランコを漕ぐ。そういえば、結成当初もこうやってよく公園でダラダラしていたっけ、と思いながら、足を振った。

「でもさ、もしかしてってこともあるじゃない？」

「……何が言いたいんだ」

　むすっとした顔で、矢澤は柵にもたれて遠坂を睨む。その眼光の鋭さに一瞬たじろぐが、それでも遠坂は勇気を出して食い下がってみた。

「最悪……最悪の話しだよ。修くん側に問題がある、とか……ないよね」

「……はあ？」

「や、耳でもなんでも……なんかあったら困るじゃない」

　遠坂が地面を蹴って、大きく舞い上がる。高い位置で結われた明るい茶色の髪の毛が、茜色に染まる公園に、なんだか無駄に映えてみえた。

（まあ、実際のところ……声のことしか言っていないし、脳やら耳やらの可能性はほぼないと思うんだけど）

　こうでも言わないと、きっと真剣に取り合ってくれないと思ったのだ。

「…………」

　無言になった矢澤が顎に手をやって、何かを考える。その姿に遠坂は勇気を出してよかったかも、と内心息をついた。

（もー見てらんないよね。なんか、危うくて）

　木下が気づいているとは到底思えないが、絶対に矢澤と基山の間には何かがあった。それが何かはわからないけれど、何かが。

「ね、修くん」

「……んだよ」

「あとで謝ってあげなよね」

「……ん」
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　夜の帳も降りた頃。矢澤は基山の部屋の扉の前で、立ち止まっていた。

（……いる、みたいだよな）

　はあっと深呼吸を一つして、ノックする。だが、しばらく待ってみてもいつまでも返答はなかった。

（寝てんのか？）

　そっと扉を開けてみるが、部屋の明かりはついている。ならどうして、無視するのだろうか。そう思い、少し苛立った矢澤は中を覗いてみた。

「……ん？　ん、ん……んー」

「……！」

　ベッドに腰掛けて、基山はヘッドフォンをつけたまま音楽を聞いている。時折口を動かしたりしながら、リズムをとっているのを見るに、自分たちのバンドの楽曲を聞いているらしい。時折首を傾げたりして、何度も聞き直しているようだ。

　……これはどう考えても、昼間の自分のせいだろうと矢澤は思う。

　とはいえ、真面目に練習中なのであれば、邪魔をしては悪いと矢澤は躊躇する。だが……それでも、と思い定め、敢えて大きく音をたてながら部屋に入った。

「ん……？　あ、修くん。どうしたの？」

　ヘッドフォンを外した基山が柔らかな笑みを浮かべる。それにつられて、矢澤の緊張も解けて頬が緩んだ。

「……謝ろうと思ってきたんだ」

「えっ？」

「昼間は悪かった。おめえの喉は強いからって、無理させすぎた」

　矢澤のことばに、基山は一瞬泣きそうに顔を歪めた。彼からの謝罪が、彼のまとう柔らかな雰囲気が、たまらなくうれしかったのだ。

「ううん、いいよ」

　首を左右に振って、基山はつけていたヘッドフォンに目をやった。

「自分でも、違うのかもしれないなぁって思って、いま聴き比べてたんだ。確かに、ほんの少し声質が違うような気もしてきたんだけど……」

「でも、あいつらも、マネージャーも、違わないって言ってたろ？　……だったら」

「ふふっ」

「……？」

　笑った基山に、矢澤が訝しげに目を細める。すると、彼は慌てた様子で口を開いた。

「修くんがそんなこと言うとは思わなくって」

「んだよ、それ」

「……俺のこと、一番よく知ってるのは修くんだと思うんだ。誰より傍で俺の声を聞いてきてくれていた。そんな修くんが言うんだから、きっと違うんだと思うんだよ」

「……要」

「修くんもそう思ったから、誰も同意しなくっても、違うって言い続けてくれたんだよね。だったら、俺はその勘を信じるべきだと思うから」

　自分に置かれた全幅の信頼に、矢澤は少し居心地が悪いような気持ちになる。だが、それと同時に胸に温かなものが広がっていって、くすぐったい。

「……えっ!?　しゅ、修くん？」

「続けろよ」

　基山の隣に腰を降ろしてそっと、背丈の割りに華奢な肩にもたれる。ささやかな接触だというのに、途端に基山の身体が硬直したのが矢澤にも生々しく伝わってきた。

「だ、だだだ、だって、そんなの無理だって……！」

「はあ？　何が無理なんだよ、俺のことは気にせず聞いてろって」

「え、ええ……」

　また眉を垂らして、情けない顔になる。見慣れたはずのその表情なのに……最近はずっとぎくしゃくしていたから、ずいぶん久しぶりに見た気がして、なんだか矢澤はおかしな気分になった。

「くっ、くく……っ」

「しゅ、修くん……笑ってる」

「俺だって、笑うことくらいある」

　短く言って、矢澤がそのまま基山の胸元に頭をくっつける。ふわふわの髪の毛から漂うシャンプーの香りに、基山はくらくらとめまいがした。

「うわ、心臓はえー」

　ぽつりとつぶやかれた矢澤のことばに、基山はたまらなくなって、そっと彼の身体に腕を回した。そのままぐっと引き寄せるように抱きしめて、距離を詰めた。

「修くんの笑顔……俺、すごく、好き」

「……恥ずかしいやつ」

「恥ずかしく……なくはないけど、でも……好き」

　至近距離で見つめ合うと、矢澤の頬にほんのりと赤みが差す。

「……好き、修くん」

　ことばにするだけで、切ない。胸が苦しい。でも、本人に伝えられることがこんなにも幸せだったなんて思わなかった。

「んん……」

　居心地が悪そうにもぞつく矢澤の頬に触れ、そっと撫でる。そのまま勇気を出して、唇を重ね合わせた。

「……ん、う、修、くん……」

　なぜだか嫌がらない矢澤に、だんだんと歯止めが効かなくなってくる。

（これって……いいって、こと？）

「修くん……んちゅっ、ちゅ……」

「あ……んっ、んちゅっ、ふ」

　唇をもう一度重ね合わせて、今度は角度を変える。そのまま何度も柔らかなソレに吸い付くようにして口づけると、徐々に矢澤の吐息が上がっていく。

「ん、う……っ、ん」

　舌と舌を絡めて、唾液を吸い上げる。好きな人とのキスがこんなにもよかったなんて知らなかった、そう思いながら基山は何度も夢中になって唇を貪った。

「は、ふ……かな、め」

「んん……んちゅっ」

　名前を呼ばれて、優しく胸を叩かれる。名残惜しいけれど、それでも矢澤を尊重してあげたくて唇を離す。すると矢澤は基山を潤んだ瞳で見上げた。

「……キス、がっつきすぎ、だろ」

「ご、ごめ……」

　ふふっと今まで見たことないような笑みを浮かべる矢澤。その艶めいた表情に、基山は高ぶりを覚えてしまう。

「……ん、それ」

「あ、あああ……あたって、ごめっ」

「謝らなくていいし。俺も男だから、わかる……から」

「そ、そっか……うん、そうだよね。ごめ……あ、あああ……なんか、つい、口癖なのかな」

「バカ」

　俯いた基山の頬に矢澤が手を当てる。そして、そのままぐっと力を込めて引き寄せた。

「ん……」

「……しゅ、う、くん……？　えっ、いま」

「……んだよ、バカ面しやがって」

「あ、ああ……えっと、あ……、あ」

「うるせえ……んっ」

　そう言ってもう一度矢澤が唇を奪う。すると、基山が矢澤の腰に回した腕に、また力を込めて、そのまま後ろに倒れるようにベッドに身を投げた。

「……はぁ、あ……んっ」

　触れ合うだけの優しいキスを何度も繰り返しながら、シャツの中に手を入れて素肌を撫で回していく。そのまま胸の飾りをつまむと、矢澤の身体がびくっと大きくしなった。

（かわいい……）

　何度夢に見ただろうか。

　矢澤が自分の腕の中で、身を委ねてくれるのを。

「……んっ、んぁ……あっ、そこ、あんま触んな」

「えっ、ごめ……」

　嫌がることがしたいわけではない。だから、と胸から手を離して、今度は下腹部へと潜り込む。そのまま下着越しにゆるゆると握り込んで擦ると、矢澤は頬を赤らめて自身の指先を噛んだ。

（……変な感じ、だ）

　自分で触るのとも、女に触られるのとも違う。不思議な感覚。

「んん……っ、ん」

　骨ばった指先がこちらの輪郭をなぞり、何度も愛情を込めて丁寧にシゴかれる。その速度も、力加減も、妙に自分に馴染むもので、油断するとすぐに達してしまいそうだ。

「は、ぁ……ふっ、う」

「修くん……声、出してもいいよ？」

「い、やだ」

「でも、俺……聞きたい」

「男の、喘ぎ声を……か？」

「うん……聞きたい」

　修くんのなら、の一言を飲み込んで、基山がモノを掴む手を一層激しく動かす。先端から溢れ出す先走りを絡めて、ぎちゅぎちゅとさらに音をたてて責めていった。

「あ、あ……う、ぁ」

　微かに漏れる甘い声音。それにゾクゾクと背中に快感が走っていき、基山は彼の顔を覗き込んだ。

「んんっ、見んな、よ」

「や、でも……」

「あ、ああ……くっ、はげ、し」

　円を作った指先でそのまま、どんどん矢澤を追い詰めていく。もう限界が近いのだろう、矢澤のモノは膨れ上がり、今にも弾けてしまいそうだ。

「服、汚したら大変だから」

「えっ、あ……っ」

　基山が矢澤のズボンに手をかけて、一気にずり下げる。そのまま人差し指を亀頭にかけて、手のひら全体で竿を握り込んだ。

「うあ、ぁ……あっ、も、無理っ」

「いいよ、修くん……っ」

「んんっ、んう、ぁ……っ」

　びゅくっと手の中で爆ぜる欲望。その白濁の量に、基山は驚いて目を丸めた。

「……いっぱい、気持ちよくなってくれたんだ」

「う、うるせぇ」

　目の部分を腕で覆い、恥ずかしそうに震える矢澤を見て、基山はもう少し踏み込んでいいのかと迷う。だが、ここで逃げては……とも思うし、少しだけ……なら。

「んんっ!?」

　白濁を手にとって、そのまま後孔に塗り込む。何度か滑らせていくうちに、徐々に抵抗感が抜けていくのを感じて、人差し指の先端を……ぷつり。

「いたっ」

「……あっ！　ご、ごめっ！」

　ばっと慌てて身体を起こした基山に、矢澤は目を丸める。

「……えっ」

「あ、えっと、だって、その！　でも、だって！」

　手をバタバタと動かしながら、基山がなんとかことばをつなげようとするが上手く出てこない。

「えっと、なんか間違ったかな。あれ、でも……えっと！」

「あああ……ったく、おめえってほんっと情けないよな」

「ううっ」

　心底呆れたと言った様子でため息を吐いて、矢澤も身体を起こす。

（なんだか、こいつの慌てよう見てたら……だんだん萎えてきたな）

　だが、それと同時に妙なおかしさもこみ上げてきて、笑ってしまう。俺たちはいったいなんなんだろう。もともとただの友達だったはずなのに。こうなってくると、さっきまでしていた行為そのものすらもどこかおかしくって。

「あーあ、萎えたから部屋戻るわ」

「ええええ……」

「ていうか、おめえ……明日からまたしごいてやるから、早く寝ろ。喉、治せよ」

「修、くん」

「……おやすみ」

　そう言って、矢澤がドアノブを持ったまま振り返る。呆れられてしまったのだろうか、と基山は心配していたが、そうではないらしい。矢澤は穏やかな笑みを口元に称えていて……基山の頬もつられて緩んでいった。

「おやすみなさい、修くん」






　矢澤の気持ちはわからない。

　どうして、自分にキスしてくれたのか。触れる手を拒まないでいてくれたのか。

　でも、そんなことも今は些末なことに思えてしまう。それよりも矢澤が自分に微笑みかけてくれたという、その事実だけで思わず涙が出そうになってしまうのだ。






　ドアが閉まったあと、もう一度基山は唇を動かす。






「……おやすみなさい、修くん」






　ただ、その一言だけで、心の中が幸福感で満たされていった。






　　　＊＊＊






「……???　っ」

　ミキシングルームを震わせていた音が、止まる。それと同時に、見守っていた遠坂と木下ははしゃぎ出しそうになるのをどうにか堪えて、矢澤へと視線を送った。

「……ど、どうだったかな？」

　自信なさそうにそう問う基山だが、珍しくその瞳は輝いていた。さきほどの歌が会心のできだったのは、聞いていた側の感想だけではなく本人にとってもそうだったらしい。

「ん、いいんじゃないか」

　矢澤の返答に、木下がぴょんっと跳ねた。

「ぃよっしゃー！　よかった！　よかったな、要！」

「うん、よかったぁっ」

「……戻ってこい」

　それだけ言ってトークバックボタンを切る矢澤。無邪気に喜んでいる木下はさておき、高槻と遠坂は少し腑に落ちない表情をしていた。

「……声が？　ってのは、解決できたの？」

「ん……まあ」

「そっか」

　深追いすることはやめて、遠坂は高槻と目を見合わせて笑う。納得できずとも、これで収録が終わったのは確かなのだから、今は身も心も緩めて安心していいだろう。

「おつかれさま、で……わあっ!?」

　ブースから出た直後木下に襲いかかられて、基山が声をあげる。木下は至極うれしそうにニコニコと笑っていた。

「よかったよかった、頑張ったな！　昨日の特訓が効いたのかー？　すんげーなー、お前！」

「あはは、ありがとう。稜と幸太が話を聞いてくれたおかげだよ」

　笑顔ではしゃぐ二人を見て、高槻がよしっとつぶやいた。そして、気合いの入った表情で立ち上がり、メンバー全員に視線をやった。

「さあ、俺はこれから帰って事務所で宣伝戦略を詰めてくる。これから、派手にやろうな！　絶対、人気が出る！　それは間違いないから！」

「は、はいっ！　お願いします！」

　基山が頭を下げたのに続いて、メンバーがそれぞれ高槻に声をかけた。じゃあ、と手を振って、そのまま高槻はスタッフを引き連れてレコーディングスタジオを後にした。

「はー、すんげー疲れたー」

　バンドメンバーだけになった途端、そう言ってソファに倒れ込む木下。普段はそういったことを諌める側である遠坂も、彼に倣って身を投げた。

「僕もー、今回ばかりはしんどかったー」

「なー、ほんとなー。だって修、めっちゃうるせーんだもん」

「ああ？」

「あはは、怒らないで怒らないで」

「そうそう、修、うるさーい」

「おい、おめえら」

「ぼ、ぼうりょくはんたーい」

　握られた拳を見て、慌てて遠坂は身を起こすが、木下は寝転がったままだ。矢澤は一瞬何かを考えるような表情をしたあと、立ったままの基山に視線を向けた。そのまま顎でソファに座れと促す。今自分が腰掛けている回転椅子の真反対にくるように座らせて、それからゆっくりと口を開いた。

「……あー」

　だが、いざ声を出してみるとそれはことばとしてまとまってはくれない。

　いつもよりも神経質になっていた理由。それは、この楽曲が MoonLight Stepper にとってのメジャーデビューシングル第一弾となるからにほかならない。絶対に、絶対に、負けられない、失敗できない戦いだったのだ。

「……俺、きちんと声、寄せられてたかな。自分なりに頑張って、研究してみた、んだけど……」

　いつまで経っても喋りださない矢澤にたまらなくなったのか、基山がそうつぶやく。それを聞いた瞬間、矢澤は意を決してメンバーに対して頭を下げた。

「悪かった」

「えっ!?」

「俺が、悪かったんだ」

　どういうことかわからず首をかしげる面々に、矢澤は俯いたままことばを紡いでいく。

「……失敗できねえって、思ったんだ。絶対に、負けらんねえんだって。どのバンドにも胸張って、俺んとこのほうがいいって言えるもん作らないとならねえって」

　……それらは本当のことだが、いつもそう心がけていることではある。だから、そうではないのだ。本当に伝えたい話はそこではなくて……

「要」

「……う、うん」

「おめえは、もともと……こっちの道に来るべき人間じゃなかった、と思ってる」

「えっ」

「遠坂と木下は、上京してから知り合って……もちろん、お前らのことだって信頼しているし、リーダーとしての責任は同じように感じている。でも、要に関しては……おめえは俺が無理やり、こっちに連れてきちまったから」

「修、くん……」

　矢澤の常ならぬ雰囲気にみんなが押し黙る。じっと彼に注がれる視線は不躾だけれども、どこか温かいものではあった。

「……俺とはぜんぜん違う、ガリ勉だったおめえを……俺がおめえの声に惚れ込んだからって手前勝手な理由で、引きずり込んで……なのに、おめえは嫌な顔ひとつ、しねえし……」

　ずっと、不安だった。

　それと同時に、ずっと、謝りたかった。

「こんなとこまでついてきちまうし、バカかよって思って」

「ひ、ひどい」

　ああ、今思えばきっとこいつが俺についてきたのって、俺のことが好きだったから、なのかもしれないな。鈍感すぎる自分は、いまさらようやくそのことに気がついた。

「悪かった、と思ってるんだ。でも、いまさら……おめえのこと手放せるわけがねえ」

「……！」

「だから、絶対に俺は……このバンドを成功させなきゃならねえって気負ってきた。そのせいで、木下にも遠坂にも、迷惑かけてきたと思う。……ほんと、悪かった」

「そんな、謝られるようなことじゃないよ」

「おう。むしろ謝んなって。こんなんだと、明日は雪じゃね？」

「うん……それか、あられかも」

　くすくすと笑いながら茶化す二人に、矢澤は一瞬眉間にシワを寄せる。だが、彼等がそんなことを言ってしまうのも仕方がないだろう。自分は本当に、柄にもない事を言っている。

「それで……要、おめえの声、だけどな」

「う、うん……」

「あれは、その……俺の勘違い、だったみたい」

「えっ？」

　きょとんと目を丸めた基山が呆けたように口を開ける。それを見て、矢澤は困ったように視線を泳がせた。

「あれ、で、でもっ！　自分でもちょっと声が違うかもなって思ってたりしていたんだけど……あれ？　で、でも……んん？」

「遠坂が言ったことが正しい……俺側の問題だったみたいだ。情けねえ」

　恥ずかしそうに早口でそう告げる矢澤。自身の想いを自覚したら、さらに声が違って聞こえたなんて、とてもではないが言えない話だ。

（恋をした相手の声が違って聞こえるとか、どんだけ女々しいんだ。ありえねえ）

「あ、あー」

　何かを察したように遠い目をする遠坂に、矢澤は余計なことを言うなとでもいうように一瞥をくれた。無論、遠坂だって誰に言うわけでもない。というか、ノーマルである遠坂的には、あまり知りたくはない恋愛事情だ。

「んん？　難聴とかそういうんじゃねえんだよな？」

「それは違う。……から、心配はすんな」

「ふぅん。じゃ、気持ちのモンダイ、ってやつ？」

「あ、ああ……まあそんなとこだな」

　木下の問いに、さらに遠坂は明後日の方向を見る。

（このバカ、早く問答を終わらせてくれないかな）

「あ？　ああ、それあれだ！　俺、知ってる！」

「……ん？　なに、幸太、俺わかんないから教えてほしいかも」

（あああ、そっかぁ。こっちにも鈍感バカがいたかぁ）

「はんっ！　そりゃ、恋とかしてるってことだな！　恋を覚えた歌姫の声は、甘くなるって聞いた！　……まあ、鳥飼からの受け売りだけどな！」

「……！」

「ちょっ、幸太……っ」

　そろそろ黙らせねば、と遠坂が動くがそれは間に合わず、さらに木下がことばをつなげてしまう。

「あと……あとな、セックスだ！　セックスすると翌日声が違うって言う！　んあ……？　でも待てよ、声が違って聞こえたのは修だけだよな、それに……」

「あー、黙ろうか。黙ろうねー、いい子だからねー」

　木下の口を遠坂が手で物理的に塞ぐ。だが、如何に鈍感とてさすがにここまでいろいろ言われては察してしまった基山が、矢澤におそるおそる視線を向けると……

「…………」

（顔、真っ赤……！　なんで、修くん否定しないの……え、え、えええ……えー……）

　頭の中が、ぐるぐると周り出す。

　昨日、あんなことがあったからあんまり眠れていなかったせいもあるかもしれない。だんだんと視界が白んでいって、耳の奥がキーンと鳴って――






「あ」






　基山はその場に、突っ伏した。

















第五章












　……冷たい夜風が、火照った頬に気持ちがいい。

　矢澤と基山は微妙な距離感を保ったまま、終電間際の人通りの少ない裏道を歩いていた。収録の打ち上げをしたハブ駅は大塚荘から三駅ほどいったところだったが気候もよかったため、彼等二人はなんとなく歩いて帰ることにしたのだ。

（……でも、修くん……ずんずんひとりで進んでっちゃうな）

　斜め前を歩く小さな背を見て、少し基山は寂しくなる。それと同時に、思いの丈をぶつけてくれた矢澤に、自分も言いたいことがあるのだと思い至る。それは、とても言いづらいことで、勇気がいる。でも、矢澤だってきっと勇気を出してくれたに違いないのだ。






　……だから。






「修くん」

「……ん？」

「ごめんね」






　基山のことばに矢澤が足を止める。






「ごめんね」

「何が？」

「えっと……最初、無理にキスしたり、してごめんね」

「あのとき、西村くんちに行ったことも、ごめんね」

「それから、あ、あのとき……その、うまく、立ち回れなくってごめんね」

　ごめんね、ごめんね、と言い出せばきりがない。口からこぼれたことばに乗って、感情も溢れ出す。

　ごめんね、の四文字だけで何が伝えられるのかはわからない。それでも、言わないよりはきっと、欠片でも伝わればいいな、とそう思うのだ。






「それと……」






　はぁっと大きく息を吸い込む。






「好きになって、ごめんね」

「……っ」

「好きです。大好き、です。こんなに……好きになって、ごめんなさい」

　徐々に涙で滲んでいく視界。鼻の奥がつんと痛むが、それでも基山はいつもどおりの情けない笑みを浮かべてみせた。

「高校時代から、ずっとずっと……好きでした。春の日の教室で、笑ってる修くんをみて、たぶん……一目惚れで……ずっと、好きで……ひっ、う……好きで、ごめんなさい」

　謝らなくていい、と口で言うのはたやすいだろう。だが、それだけでは基山に伝わらない気がして、矢澤は彼にかけるべきことばを探しあぐねていた。

　その沈黙を基山がどう捉えたかはわからない。それでも、服の袖で乱暴に涙を拭って……基山は笑った。

「困らせて、ごめんね」

「要……」

「お、俺……バカだから、きちんと言ってくれないと……さっきのスタジオでのこと、誤解しちゃう。だから、気持ちを……聞かせてほしい、んだけど……ダメ、かな」

　基山の長い黒髪を夜風がさらう。

　街灯の下で切ない表情をした基山はまだどこかあどけなく、高校時代からさほど変わったようには見えなかった。

（……俺も、基山から見ればそうなのか？）

　矢澤はそっと基山に近づいて……

「修くん？」

　とんっと額を胸板にくっつけた。

「どうせ謝んなら……」

　自分でもわかるくらいに顔が熱い。この間は自分からキスだってどうにかできたのに、これはまた違うようだと矢澤は思う。だが、今を逃してはきっと一生素直になれない気もした。






「でかいの、むかつく。謝れ」

「えっ」

　矢澤の腕が基山の背にそっと回る。

「本当は撫でてぇのに、頭まで手が届かねえんだよ。しゃがめ、空気読め、アホ」






　こういうのは、すべてタイミングだ。

　俺があの日、たまたま軽音部の助っ人に駆り出されなかったら。部室がもっと校舎に近かったら。いや、鞄を俺が持っていっていたなら。






「うえ、俺、空気読むの、苦手……う、ぁっ」






　あの日、基山が教室で歌っていなかったら。

　きっと、俺たちの人生はまったく違ったものになっていただろう。






「知ってるよ、バァカ。それでも、察せ」

「うあ……俺っ、察しても、いいけど……でもっ」

　うつむく基山の瞳からポロポロと流れる涙が、見上げた矢澤の頬に滴り落ちる。

「悪いふうにしか、察せないからぁ……」

「しょうがねえやつだな」

　そう言って、矢澤が少し背伸びをして……

「ん、んんっ」

　……みたが、どうにも届かない。

「しゅう、くん？」

「ちっ！」

「いたっ!?」

　思い切り頭突きされ、基山が顎を押さえる。さきほどまでとは違う涙が出そうになるが、それをどうにか押し留めた。

「かがむぐらいしやがれ」

「ふ、ふあい……」

　軽くうなずいて、膝を曲げる。すると、矢澤が満足そうに口角をあげて、そっと目をつむった。

「ん……っ」

「……修、くん……っ」

　薄っすらと目を開けて、基山の表情を盗み見る。

（ははっ、情けねえ笑い顔）

　いつもどおりの、ふにゃっとした笑みに矢澤も笑う。

（幸せそうな顔、しやがって）

　何が悪いふうにしか察せない、だ。いつのまにか良いように解釈しているではないか。まあ、それが間違っているとはもちろん言わないが、結局矢澤が一言も好きだと明言していないことには、もしかしたら基山は気づいていないのかもしれない。






「好きだよ、修くん」

「おう」






　だが、それでもいいだろう。

　こんなに満たされたように笑ってくれるのならば。






　　　＊＊＊






（ああああ……どうしよう、上手くやれるかな）

　そう思いながら、基山はラブホテルの一室でベッドに腰掛けていた。






　情けない涙の告白のあと……矢澤が踵を返し、元来た道を戻り始めた。いったいどうしたのだろう？　と問いかけると、彼はぽつりとつぶやいた。

「この間の続き、シねえか？」

「えっ」

「俺だけ一方的に……その、だったから……悪い、と思って」

「は、はいっ！　ぜ、ぜひ！」

「ぜひってなんだよ、ぜひって」

　くつくつと肩を揺らして笑う矢澤に、基山のまだくすぶっていた涙もさすがに引っ込んだ。

　矢澤はこの間の出来事以来、よく笑うようになった気がする。そのことがうれしくて、うれしくて……基山は、勇気を出してそっとその手を握った、のだがすぐに振りほどかれる。

「……調子にのんなっての」

「うぐ」

　振り払われた手に、小さくショックを受けるが、大丈夫だ。だって、これから二人でホテルに行って、めくるめく――






（なんて、思っていたのに……いざなると、なんだか身構えて。こ、これ、やばい）

　ホテルの風呂場からはシャワーの音が聞こえてくる。先に浴びろと言われたから、もう基山自身は身ぎれいだが、あの中で矢澤が今身体を洗っていると思うと、それだけでもうダメだ。

（……あああ、今からこんなことになってたら、どうしようもないってば）

　膨れ上がったモノがガウンを押し上げる。

（いっそのこと、一回先に抜いちゃうとか）

　いや、だがそれでいざというときに勃たなかったらそれこそ、どうしようもないだろう。ただ、あまりに早漏でもそれはそれで……

「おい」

「ひゃいっ!?」

「何ぼうっとしてんだ、おめえ」

「あ、あああ……うん、なんか、今日は疲れたなぁって、あは、あはは」

「ん。疲れてたなら、やめるか」

「え!?　い、いや、やめないよ!?　やめない！　ぜんっぜん、やめないけど！」

「力いっぱい言うな」

　髪の先から水滴がしたたる。それが矢澤の案外と白い肌にはりついて、恐ろしいほどの色気を感じた。だが、それでも基山はどうにも自分から手を出せないでいる。それは元がどうしようもないヘタレだから……というのもあるが、この間のことが心に引っかかっているからで。

「…………」

　二人の間に、妙に居心地の悪い沈黙が落ちる。

「はあぁ」

　矢澤のため息が室内に響き、基山は恐る恐る顔色を伺うように彼を見た。すると、なぜか矢澤は基山を跨ぐようにして、ベッドに膝をついた。

「あ、あわ……修くん？　こ、これは」

「ちょっと、黙ってろって……んっ」

「んっ、んんっ!?」

　顔を真っ赤に染めた矢澤が積極的に口づけてくる。重ね合わされた唇の柔らかさにときめく前に、乱暴に舌で口内を舐め尽くされていく。

「んっ、ふ……うっ」

　情熱的とか、荒々しいとか言えば聞こえはいいかもしれないが、要は少し不器用で……下手くそなキス。

　それでも、基山にとっては矢澤からのキスというそれだけでどうしようもなく快感を煽るものではあった。

（うれしいけど……でも、なんでこんな急に？）

　もしかして、恋人同士になると情熱的なタイプなのかもしれない。それはそれでけっこうなギャップではあるが、ぜんぜんアリだ。

「……は、ぁ……んっ、ちゅ」

　舌先で基山の歯を裏側からなぞりあげ、それと同時に矢澤の手がガウンを乱していく。そして、指先で乳首を転がして……とそこで、基山は我に返って身体をばたつかせた。

「……んっ、んちゅっ！　ま、待って、待って、修くん！」

「なんだよ、急に暴れるな……な、なんか間違ったか？」

　唇を離すと、二人の間につぅと銀の糸が伝う。恥ずかしそうに顔を歪めた矢澤は相当に艶っぽく、基山は直視できずに視線を斜めに下げた。

「えとっ、あの、なんか誤解が生じているような気が、して」

「ご、誤解は確かにしていた……けど、それはもう解けたから大丈夫だ」

「え、えっ？」

　矢澤が一瞬躊躇するような仕草をしてから、手をそっと膨らんだ基山のソレに添わせる。そのまま上下に動かすが、これもやはりあまり上手くはない。

「……お、おめえみたいに、上手くはできねえけど……でもっ」

「や……んっ、ん、うん、きもちいんだけど、そうじゃなくって」

　矢澤に手淫してもらえているというだけで、基山にとってはめくるめく体験だが、やはり何か齟齬が起きている。このままではよくない気が……と思っていると、矢澤が手淫を続けながらも、ごにょごにょと何か言おうとして……

「お、おめえがまさかそっち側だとは……その、思わなかったんだけど、な。なんとなく。まあ、でも俺だって男だから、コッチ側のほうがまだ慣れてるっつうか、だから！」

「え……」

「だから、この間、途中でできなくなったんだろ？」

　あっけにとられて口を開ける基山に、矢澤は耳まで朱に染めて、さらにモノをしごきあげる。

「あっ、あ……ちょっ、んんっ、ストップ。修くん、この間のはそうじゃないんだよ」

「へ？」

「ふふっ、いろいろ考えてくれたんだね。すごくうれしい」

「笑うな……なんか、腹、立つ」

「ごめんね。でも、修くん……こっち、きて？」

　そっと身体を起こして、矢澤に向かって手を広げる。すると、彼は少しの間のあとおずおずと腕の中に収まってくれた。

「……ん」

　矢澤の髪の毛に顔を埋めて、深く息を吸う。短い髪はもうその水分のほとんどを飛ばして、乾いてしまっていた。

「修くんは、痛いのが苦手だよね」

「えっ」

　思わぬ基山のことばに、矢澤が声をあげる。それは間違いないが、今関係があるのだろうか。

「だって、歯医者さんの治療だって嫌がるし、インフルエンザの予防接種だって、毎年引きずられないと行かないじゃない？　ふふっ」

「笑うな」

「ご、ごめんね……でも、だから、修くんに痛い思い、させたくなくって、この間はできなくなっちゃったんだ」

「要……そ、そういう」

「それをまさか、そっち方向で解釈されるとは思わなくって。ふふ、でもそうだよね、なんか俺が焦って、無理して頑張ってるように見えただろうし」

「…………」

「修くんさえよかったら、俺が……修くんにシてあげてもいい？」

　そんな問いかけに、矢澤はすぐには答えられずに視線を泳がした。そのまましばらく無言で赤らんだ顔をうつむかせた後、小さくかすかに顎を引く。

「……かわ、いい」

「か、かわいくなんかねえ」

「ううん、すごくかわいい。俺、自分本意な気持ちでセックスしたくないってずっと思ってたけど……でも、さすがにもう無理かも」

「えっ」

　腕の中に矢澤を収めたままで、身体を反転させる。そのまま押し倒したような格好になった基山は矢澤のガウンを剥ぎ取って、肌をあらわにさせた。

「……んっ、きれい」

　ひどく華奢に見えた腰回りも、こうやってみると薄い皮膚の下の腹筋はしっかり割れて、男らしいとも言える身体つきだった。そのまま、そこに顔を押し付けて舌先で腹筋をなぞりあげると、矢澤の身体がぐっと反り返る。

「ひ、ぅ……っ！　それ、くすぐった、い」

「そうかな？　でも、んちゅっ……れろ」

「あっ、んんうう……っ！　や、ダメだ、そんなとこ、舐め……んんっ！」

　ダメだという割には上がる声は甘ったるくいやらしい。

（こんな声、あげるんだ。もっと聞いていたい）

　舌先をそのまま茂みの中へと進ませて、先端に押し当てる。そのままぐりっと力を込めて押し付けると、矢澤の手が基山の頭を払うように動いた。

「ん、や、そこはっ、ああ……舐め、んな……やだ」

　普段なら絶対に基山は矢澤の嫌がることはしない。だというのに、今はどうしてやめてくれないのだろうか。

「……んっ、んぅ……は、修くんの、おいしい」

　溢れ出た先走りを舐め取って、手でシゴきながらの口淫を始める。亀頭全体を口に含まれて、途端に背筋に電流が駆け抜けていった。

「んぃ……っ、あ、ああ」

（おいしいなんて、嘘だろ）

　そう思うのに、基山はとても幸せそうに矢澤のモノを舐め回し、必死に奉仕してくれる。

　先日の手淫のときにも思ったが、どうしてこんなに基山は上手いのだろうか。もしかして、ハジメテではないのだろうか、なんて思いもしたが、よもや基山が自分以外とセックスをしている図がまったくもって思い浮かばない。

「は、ぅ……んっ、んぅ」

「……んじゅっ、じゅ……んっ、はぁ」

「なんで、こんな……っ、んん、手慣れてんだよぉ……っ」

　疑問を抑えることができず、ついそんなことを口走ってしまう。すると、基山は一瞬こちらに視線をやってから、少し困ったように微笑んだ。

「んちゅっ、んは……手慣れてなんかないよ。ただ、修くんに気持ちよくなってほしいって思いながらシてるだけで……」

「……あ、やっ」

　基山が矢澤の足を大きく開かせる。無防備な体勢になったことで不安になったのか、矢澤はベッドのシーツをきつく握りしめた。

「……できるだけ、痛くないように……したいとは思うんだけど」

　そう言いながら指先が秘孔に押し当てられる。そのまま力が込められて、ゆっくりと異物が矢澤の体内に入り込んでいく。

「あ、っ、あ……う、ぐ……いっ、つ」

「やっぱり、痛い？　今日はやめ……」

「やめ、んな」

　この後に及んで、まだ逃げ腰になる基山を矢澤が制する。

「やめなくて、い、から」

　重ねられたことばにうなずいて、基山が指を潜らせていく。第二関節あたりまで入れ込むと、熱い粘膜に指が締めつけられて、一気に興奮が高まっていった。

「……んんっ、んぅ……うあ、あ」

　反応を見ながら何度もナカを探って、徐々に押し広げていく。意外にその素養があったのか、唾液を垂らして潤滑油代わりにすればすんなりとほぐれていった。

「は、ぁ……んっ、ふ……う、ぁ」

（これなら、できるかもしれない）

　体勢を変えて、矢澤の足が自身の腰に絡むように動かす。そして、そのまま菊門へと先端をあてがった。

「あ……」

「……ん、ふ……あっ、こすると……これ、俺も気持ちいい、かも」

「あっ、うぁ……あっ、ああ」

　高ぶりで何度も表面を撫でられて、そのたびに矢澤は湧き上がる熱いなにかに翻弄されて声を漏らした。

（なんだよ……これ。こんなの、俺、知らな……っ）

「んんっ!?」

「う、ぁ……やっぱり、きっつい」

　先端を軽く飲み込ませて、そのまま基山は左右に揺する。表面が切れてしまわないように気を使いながらそっと矢澤の中へと押し入っていく。

「い、ぁ……あっ、かな、め……これっ、は、う……っ」

「ごめんね、苦しいよね……もうちょっと、我慢、して」

「んぃ……い、あ……あ、ああ……っ」

　ぎゅっときつく抱きしめて、脈打つ矢澤の中をかき分ける。

「は、ぁあ……んっ、ん、や、あ……これっ、こわ、い」

「大丈夫、だから……修くんっ」

　力を込めるようにして根本までようやく差し込む。大丈夫だっただろうかと顔を覗くと、矢澤は瞳に涙の膜を浮かべて縋るように腕を伸ばした。

「……んんっ、ん……は、あ、くる、し」

「……???　っ」

「あっ!?　やっ、なんで、そんな、動いて……んんっ!?」

「ごめっ、かわいすぎて……も、無理」

「あっ、はぁあ……あっ、ああ……んや、ああ、そこっ」

　先端で前立腺を探すようにして腰を揺らすと、ある一点で矢澤の声が甘く蕩けた。そこを狙って、何度も何度も執拗にピストンを繰り返す。

「んやぁあっ!?　ああっ、ふぁ、ああ！　まって、そこ、それ、俺……こわ、い、から！」

「大丈夫、大丈夫だから……んんっ、はぁ」

「ひ、ぃ……うっ!?」

　基山が身体を密着させていきりたった竿を腹で挟んで擦り上げる。限界まで膨れ上がっていたソレはその刺激だけであっけなく欲望を撒き散らした。

「うぁ、ぁあっ!?　ああ、あああ……！」

「っは、ぁ……んんっ！　ナカ、きつっ」

「あ、うあ……！　ダメ、動くなって！　俺、いま、いまぁっ！」

　収縮する粘膜に追い立てられて、基山の腰使いも余裕のないものになっていく。ポロポロと涙を溢した矢澤に、基山は前かがみになって伝う涙を舐めあげる。

「んっ、んっ、ごめ……俺、もうっ」

「う、うぁ……あっ、ああ……俺、だって、ふぁ……あ！」

「いっしょに、イける……？　修、くんっ」

「んっ、んっ」

　何度もうなずいて矢澤が応える。基山が矢澤の手を掴んで指と指を絡ませると、そのままラストスパートをかけた。

「ひぃうっ!?　うあ、ああ……！　かなめっ、かなめ、かなめぇっ！」

「修くん……！　ずっと好き、だったんだ……好きだよ、修くん……っ」

　部屋の中に卑猥な水音がこだまする。下腹部に渦巻く熱に負けて、基山は握った矢澤の手に力を込めた。

　そして――
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「んんんぅうっ!?　うあ、ああ……っ！」

　体内で撒き散らされた熱に、矢澤が再び限界を迎える。

「修くんも、イけた……んだね、よかった」

　ふふっと薄く笑って、基山がそっと矢澤の額に口づけを送る。それを受けて、矢澤は甘えたようにゆっくりと瞳を閉じた。






　　　＊＊＊






「くっそ、いてぇ……」

「あわわ、ご、ごめん。本当に、ごめんね？」

「……謝んな。余計むかつく。っていうか、いてえ……」

　一糸まとわぬまま、一枚の布団を分け合って寝転がる。矢澤は時折痛みに呻いて悪態をついてはいるが、それでも自分の意志でぴったりと基山にくっついていた。

（修くんには申し訳ないけど……こんなに幸せなことってあるんだなぁ、なんて思っちゃうなぁ）

　丸まってくっついている矢澤はどこか猫のようだ。

「おい、要」

「はいっ」

「……んだよ、その返事」

「ご、ごめん。ちょっとぼうっとしてたから」

　そう返すと、興味ないとでも言ったふうに矢澤は肩をすくめた。そして、しばらくもぞもぞと布団の中でうごめいて、基山の胸の上に頭を載せた。

「なあ、なんでバンドの名前、MoonLight Stepper なんてつけたんだ？」

　矢澤の質問に、基山は目を丸くする。唐突だね、とつぶやいて、ひとつうなずいたあと少し恥ずかしそうに口を開いた。

「月明かりの下の踊り子って、意味でつけたんだけど……ちょっと詩的すぎるよね。恥ずかしいんだけど」

　そこで一度ことばを区切って、基山は矢澤の頭にそっと手をおいた。

「……きっと、もう修くんは覚えていないんだけど、バンドの名前を決めようってなったあの日……すごい満月だったんだよね。それで、それの強い光の下で……」

「下で？」

「……う、うああああ……ダメ、なんか俄然恥ずかしくなってきた」

「はあ？」

　お金はないけど、ただ情熱だけはあったあの頃。

　四人で、公園でただダラダラ喋っていた。そのとき、矢澤の亜麻色の髪が月明かりに透けて、とてもきれいで。ふざけた木下とじゃれ合って公園を駆けるさまに、目を奪われたんだ。

「とても言えない」

「……ったく」

　それで納得してくれたのかはわからないが、矢澤はしばらく黙り込む。

　いつもなら居心地が悪いと感じてしまうような沈黙が、今はなぜか心地いい。このまま眠ってしまいそうだ、なんて思っていると、ふいに矢澤が顔を上げた。

　じっと見つめられ、うろたえる。矢澤の瞳に映る自分が、あまりにも腑抜けた情けない顔をしていたのだ。

「おい、歌えよ」

「え？　今？」

「そう、今」

　なんの無茶振りだ、と思いながらも、基山は矢澤の願いながらすべからく叶えたいと願う。

「……んんっ、上手く歌えなかったらごめんね」

　それだけ言って、基山が深く息を吸い込んだ。頭を載せた胸板もそれに合わせて、上下する。

（……やっぱ、歌……上手いな）

　紡がれた歌は、あの日、あの教室で聞いたそれだった。






　ああ、そうか。

　やっぱり、俺も高校時代から……そう、あの時からずっと好きだったんだろう。






　あの夏の日。

　放課後の教室で基山の声を聞いて、すぐに恋に落ちた。






　それはバンドマンとして、だけではなく、本当の意味でも。






「ああ、やっぱり声質変わったな……バカみたいに、甘い声だ」
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